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Netherland

▲▼マリクレアさんがプロデュースした市民ミュージカル「もう一度、私を見て…」 

JapanHirado
西暦２０００年、日蘭交流４００周年を 

祝うプロジェクトとしてスタートした「12ｘおらんだ」。 

今年で７年目を迎えた「２００６年版」が、 

市町村合併後、本格的に全域で展開され 

11月３日に行われた平戸文化まつりの発表で、 

今年の活動に幕を閉じました。 

２か月間という長い期間にわたって、 

日常生活やワークショップ、発表会など 

市民レベルで交流を展開した「12ｘおらんだ」。 

その魅力と舞台裏に迫ります。 

Special Edition

特　集 現代に甦った 

平戸とオランダの交流 

芸術・文化を通して 

かつての交流再び… 

12xHolland 2006
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西
暦
１
６
０
０
年
４
月
19
日
、

こ
の
日
オ
ラ
ン
ダ
人
は
初
め
て
日

本
の
地
に
そ
の
第
一
歩
を
降
ろ
し

ま
す
。
大
西
洋
を
横
断
し
、
マ
ゼ

ラ
ン
海
峡
を
抜
け
、
そ
し
て
太
平

洋
を
横
断
す
る
と
い
う
２
年
近
く

に
渡
る
苦
境
の
航
海
。
オ
ラ
ン
ダ

の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
を
東
洋
に
乗

り
出
し
た
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
の
帆
船
５
隻
は
、
途
中
、
数
多

く
の
困
難
に
遭
遇
し
数
多
く
の
船

員
と
４
隻
の
船
を
失
い
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
生
き
残
っ
た
た
っ
た
１

隻
の「
デ
・
リ
ー
フ
デ
号
」は
そ
の

辛
酸
を
な
め
る
旅
の
末
、
現
在
の

大
分
県
臼
杵
沖
に
漂
着
し
ま
す
。

こ
の
出
来
事
が
、
オ
ラ
ン
ダ
と
日

本
の
間
の
長
期
に
渡
る
経
済
、
文

化
の
積
極
的
な
交
流
の
始
ま
り
と

な
り
ま
し
た
。 

　
そ
し
て
、
１
６
０
９
年
、
平
戸

に
２
隻
の
オ
ラ
ン
ダ
商
船
が
入
港

し
ま
す
。
当
時
の
平
戸
藩
主
松
浦

鎮
信
は
こ
れ
を
歓
迎
し
、
徳
川
家

康
に
紹
介
し
ま
す
。
船
員
ら
一
行

は
こ
れ
を
受
け
駿
府
（
現
在
の
静

岡
市
）
の
徳
川
家
康
に
謁
見
し
、

通
商
許
可
の
朱
印
状
を
得
て
再
び

平
戸
に
帰
っ
て
き
ま
す
。 

　
徳
川
家
康
か
ら
正
式
な
通
商
許

可
を
も
ら
っ
た
一
行
は
、
こ
う
し

て
日
本
最
初
の
貿
易
拠
点
と
し
て

平
戸
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
設
置
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

　
そ
れ
か
ら
長
崎
の
出
島
に
オ
ラ

ン
ダ
商
館
を
移
転
す
る
１
６
４
１

年
ま
で
の
33
年
間
、
平
戸
は
正

に
国
際
貿
易
港
と
し
て
賑
わ
い
ま

し
た
。 

     

　
西
暦
２
０
０
０
年
、
平
戸
市
で

は
、
日
蘭
交
流
４
０
０
周
年
を
祝

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
、
平

戸
市
民
の
一
人
と
交
友
が
あ
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ル
ー
ト
奏
者
ウ
ィ

ル･

オ
ッ
フ
ェ
ル
マ
ン
ズ（
ス
タ
ジ

オ
Ｅ
代
表
）か
ら
「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
」

と
い
う
文
化
交
流
事
業
が
企
画
提

案
さ
れ
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
年
、
７
月
か
ら

10

月
ま
で
の
約
４
か
月
間
に
わ
た
り
、

12
人
の
オ
ラ
ン
ダ
人
芸
術
家
や
専

門
家
が
平
戸
に
１
か
月
間
滞
在
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
芸
術
、
専
門
分
野
に

よ
る
市
民
参
加
型
の
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
多

く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
交
流
を

深
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
青
少
年
日
蘭
交
流
事
業

(

少
年
サ
ッ
カ
ー)

も
開
催
さ
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
と
平
戸
と
の
交
流
は
４

０
０
年
と
い
う
時
空
を
超
え
て
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
」
は
、

長
崎
県
か
ら
の
補
助
も
あ
り
、
ス

タ
ジ
オ
Ｅ
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ

っ
て
、
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ス
タ
ジ
オ
Ｅ
は
、
オ
ラ
ン
ダ
や

世
界
各
国
で
活
躍
し
て
い
る
芸
術

家
や
専
門
家
た
ち
を
選
出
し
、
平

戸
で
の
活
動
計
画
な
ど
と
一
緒
に

送
り
出
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員

会
は
、
そ
れ
を
も
と
に
準
備
を
行

い
、
平
戸
市
民
と
の
交
流
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
平
戸

に
滞
在
し
た
の
は
、
音
楽
家（
声
楽
・

打
楽
器
・
リ
ュ
ー
ト
・
リ
コ
ー
ダ

ー
・
ピ
ア
ノ
・
作
曲
な
ど
）
、
美

術
家
（
肖
像
画
・
木
彫
刻
・
水
彩

画
な
ど
）、
ダ
ン
サ
ー
、
写
真
家
、

歴
史
家
、
舞
台
俳
優
、
建
築
家
、

パ
ン
職
人
な
ど
全
32
人
で
、
そ

の
家
族
な
ど
を
入
れ
る
と
そ
の
数

は
ゆ
う
に
50
人
を
超
え
て
い
ま
す
。 

①ミュージカル女優のマリクレアさん、モザイク画家のマリク
さんの歓迎パーティー。②ピアニストのケイスさんとイラスト
レーターのアレックスさんが市長表敬。③かつてオランダ人が
船で平戸を行き来したように、歓迎時と送迎時は船を利用します。
④伝統行事などにも毎年参加しています。（写真は平戸くんちで
野子小学校の児童と記念撮影） 

オ
ラ
ン
ダ
と
平
戸
の 

交
流
の
始
ま
り 

現
代
版
の
交
流
と
し
て 

「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
」 

が
ス
タ
ー
ト 
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芸
術
家
た
ち
の 

１
か
月
間
に
渡
る
活
動 

　
ス
タ
ジ
オ
Ｅ
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
芸
術
家
た
ち
は
、
平
戸
に
滞

在
す
る
間
、
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
収
入
が
一
切
無
く

な
り
ま
す
。
平
戸
で
の
活
動
は
全

て
無
償
で
行
う
の
が
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
原
則
と
さ
れ
て
お
り
、

彼
ら
に
支
給
さ
れ
る
の
は
、
最
低

限
の
生
活
費
だ
け
で
す
。 

　
彼
ら
は
１
か
月
間
、
実
行
委
員

会
が
準
備
し
た
住
居
で
生
活
し
ま

す
。
洗
濯
や
食
事
な
ど
家
事
全
般

は
も
ち
ろ
ん
自
分
で
し
ま
す
。
実

行
委
員
会
は
あ
く
ま
で
活
動
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
わ
け
で
す
。 

　
彼
ら
の
活
動
は
、
あ
ら
か
じ
め

計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
、
平
戸
に

滞
在
し
て
か
ら
決
め
る
も
の
が
あ

り
、
結
果
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
活

動
し
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
内
容
は
、
学
校
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
、
発
表
会
の
開
催
、
伝
統

行
事
へ
の
参
加
、
書
道
や
日
舞
な

ど
の
日
本
の
文
化
を
学
ん
だ
り
と

さ
ま
ざ
ま
。
そ
れ
ら
の
活
動
は
全

て
芸
術
家
た
ち
の
熱
意
と
実
行
委

員
会
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
　 

　
今
年
は
９
月
に
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

ケ
イ
ス
さ
ん
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
ア
レ
ッ
ク
ス
さ
ん
が
、
10
月

に
は
モ
ザ
イ
ク
画
家
の
マ
リ
ク
さ

ん
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
女
優
の
マ
リ

ク
レ
ア
さ
ん
が
平
戸
で
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。 

　
合
併
後
初
め
て
新
市
全
域
ま
で

活
動
の
範
囲
を
広
げ
、
例
年
の
２

倍
以
上
の
約
５
千
人
の
市
民
の
み

な
さ
ん
と
交
流
し
ま
し
た
。
今
年

は
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
も
企

画
さ
れ
、
ケ
イ
ス
さ
ん
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
た
市
民
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

マ
リ
ク
レ
ア
さ
ん
が
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
た
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど

た
く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が

参
加
し
、
新
た
な
活
動
の
魅
力
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　 

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業
に

対
す
る
市
民
の
認
知
度
は
ま
だ
十

分
と
は
言
え
ず
、
今
後
の
活
動
の

大
き
な
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
が
解

消
さ
れ
れ
ば
さ
ら
に
こ
の
事
業
の

充
実
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

合
併
効
果
に
よ
る 

交
流
の
広
が
り 

D D I A R Y

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
発
表
会
、 

伝
統
行
事
、
日
常
生
活
な
ど
を
通
じ
て 

市
民
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
行
う 

「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
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　ユトレヒト音楽院卒業。
専攻はヴァイオリン、声楽、
ジャズダンス。フリーラ
ンスの女優、歌手、ダン
サー、ヴァイオリン奏者
として、多数のミュージ
カル、音楽劇に参加して
います。 
　また、各地の学校にて
音楽、ダンスの指導を行
うほか。オランダのテレ
ビ番組にも出演しています。 

　アムステルダム王立芸
術学院卒業。風景画のコ
ラージュ作品を得意とし、
毎年各地で個展などを開
き精力的に活動しています。
彼女の作品は、外務省や
アムステルダム市、メル
セデスベンツなど企業団
体にも所有されています。 
　自身の制作活動のほか、
モザイク・アートの教室
なども開いています。 

　有名な絵本イラストレ
ーター。彼のイラストの
絵本はヨーロッパ各地を
はじめ、日本語訳（ホル
プ出版、講談社）でも出
版されています。絵本イ
ラスト、雑誌イラストの
ほか、児童向けのテレビ
番組にも出演しています。 
　また、絵画製作も行い、
ヨーロッパ各地の展覧会
に出展しています。 

　世界的に有名なピアニ
スト。クラシックから現
代音楽まで幅広いレパー
トリーを持ち、ニューヨ
ークのカーネギーホール
をはじめ、アメリカ、ヨ
ーロッパ各国など世界各
地のコンサートホール、
音楽祭にてコンサート活
動を繰り広げています。 
　また、ソリストとして
も活躍しています。 

市内風景をスケッチ 
絵本の世界を園児らに伝える 

Alex de Wolf－ Illustration

アレックス・デ・ウォルフ（イラスト） 
 

Ill
u
st
ra
ti
o
n 市内各地でコンサートを開催 

市民アンサンブルをプロデュース 

Kees Wieringa－Piano

ケイス・ウィーリンガ（ピアノ） P
i
a
n
o

学校・一般ワークショップで 
モザイクアートを展開 

マリク・ボルハウス（モザイク） 
Marieke Bolhuis－Mosaic

M
o
s
a
ic歌やダンス、ヴァイオリンの披露も 

ミュージカルの楽しさを伝える 

マリクレア・ウィットロックス（ミュージカル） 
Marie-Claire Witlox－Musical

M
u
s
ic
a
l
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JapanHirado

S
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合
併
し
た
事
で
、 

広
域
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

平
戸
と
オ
ラ
ン
ダ
の
交
流
が 

よ
り
一
層
深
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

　
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
現

在
10
人
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

数
年
間
こ
の
事
業
に
関
わ
っ
て
い

る
人
ば
か
り
。
委
員
の
み
な
さ
ん

は
、
仕
事
と
両
立
し
な
が
ら
２
か

月
間
に
渡
っ
て
活
動
を
実
践
し
て

い
ま
す
。 

　
「
こ
の
事
業
に
は
、
や
り
終
え

た
後
の
充
実
感
が
あ
る
ん
で
す
。

ま
た
、
ほ
か
の
イ
ベ
ン
ト
と
違
っ

て
継
続
性
が
あ
る
こ
と
も
魅
力
の

一
つ
で
す
ね
。
芸
術
家
た
ち
が
帰

路
に
つ
い
た
後
か
ら
、
始
ま
る
関

係
も
あ
り
ま
す
。
現
に
、
彼
ら
が

去
っ
た
後
も
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
交
流
は
続
い
て
い
る
ん
で
す
。」

と
井
上
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。 

　
芸
術
家
た
ち
が
平
戸
に
１
か
月

間
滞
在
す
る
こ
と
で
、
活
動
計
画

に
な
い
日
常
生
活
を
通
じ
て
の
交

流
も
生
ま
れ
、
芸
術
家
と
市
民
で

は
な
く
、
同
じ
人
間
と
し
て
の
交

流
が
で
き
る
こ
と
も
こ
の
事
業
の

魅
力
の
一
つ
な
の
で
す
。 

　
「
今
年
は
、
合
併
し
た
事
で
広

域
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
ま
で
活
動
に

マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
た
部
分
も
あ

っ
た
の
で
、
活
動
に
幅
が
で
ま
し

た
し
、
新
た
な
可
能
性
も
見
い
出

せ
た
気
が
し
ま
す
」 

　
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、
毎
年

ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
実
行
委
員

会
が
構
成
さ
れ
い
る
の
で
、
活
動

す
る
に
も
各
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
は
限
界
が
あ
り
、
参
加
者
や
関

係
者
に
偏
り
が
で
き
て
し
ま
う
部

分
も
あ
っ
た
と
か
。 

　
「
今
後
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

に
も
っ
と
参
加
し
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
。
言
葉
は
通
じ
な
く
て
も

気
持
ち
は
不
思
議
と
伝
わ
る
ん
で

す
。
国
際
交
流
と
言
っ
て
敬
遠
せ

ず
に
、
勇
気
を
出
し
て
交
流
し
て

ほ
し
い
で
す
。
き
っ
と
新
し
い
世

界
が
広
が
る
と
思
い
ま
す
。」 

12
ｘ
お
ら
ん
だ
の
魅
力 

 

　いのうえ・たかし／会社役員・
戸石川町・50歳。12xおらん
だ 2002 年版でモダンダンサ
ーのホスト役として関わり、
以後毎年 12 ｘおらんだに携
わる。2004 年版から実行委
員会の委員長として活躍。今
年も多岐に渡る事業をスタジ
オＥ、実行委員と共に企画、
展開。 

森　公子さん（新町） 

事務局 
　世界的に活躍している芸術家が、
ここ平戸に滞在し、間近で彼らの感
性や生き方を垣間見ることができる
瞬間は、コンサートや美術館で得ら
れる感動とはまた違う幸せな時間です。
芸術を通して４００年前の大航海時
代が再来している興奮を感じずには
いられません。 

町田　雅之さん（浦の町） 

副委員長 
　大好きなフルートの取り持つ縁で、
長い間途絶えていたオランダとの交
流を再開することができました。単
なる交流ではなく、未来の芸術文化
を世界に発信できる、海外交流の新
しい舞台としてのこの地域の可能性
をこれから伸ばし育んでいきたいも
のです。 

12xおらんだ実行委員会 

委員長　井上　隆さん 

Prof i le
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　12ｘおらんだの通訳を始めて４年
が経ちました。毎年、個性溢れるア
ーティストとの関わりで私自身多く
の刺激を受けています。特に、学校
ワークショップでの活動は子どもた
ちにとって身近に外国人との関わり
を持つかけがえのない体験ができて
いると思います。 

青崎みちるさん（津吉町） 

通　訳 
　芸術家との交流といっても、お互
い同じ人間なんだと思うことがあり
ます。言葉の壁はあるけれど、この
事業では、同じ人と人として交流で
きる楽しさがあると思います。もっ
とたくさんの市民のみなさんに参加
してもらい、新たな交流が生まれて
ほしいと思います。 

久家るり子さん（戸石川町） 

通　訳 

 

　スタジオＥ／オランダ・ア
ムステルダムを本拠地に活躍
するフルート奏者、ウィル・
オッフェルマンズさんと、彼
の妻で薩摩琵琶奏者の上田純
子さん。異文化交流事業「12x
おらんだ」の発案者としてそ
の実行に深く関わり、オラン
ダ国内で優れた芸術家たちを
選考し、交流・活動計画と共
に平戸に送り続けています。 

　
私
が
自
分
の
音
楽
を
通
し
て
文

化
交
流
事
業
を
企
画
し
始
め
た
の

は
１
９
８
５
年
で
し
た
。
こ
の
年

７
か
月
間
世
界
一
周
フ
ル
ー
ト
演

奏
旅
行
を
行
い
、
世
界
18
か
国

を
訪
れ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
通
し
て
地
元
の
人
々
と

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
経
験

を
ぜ
ひ
ほ
か
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

も
紹
介
し
た
い
と
い
う
思
い
が
、

平
戸
の
町
田
さ
ん
と
の
出
会
い
を

機
に
、
「
12
ｘ
お
ら
ん
だ
」
を
企

画
制
作
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。 

　
参
加
者
選
考
過
程
で
は
、
こ
の

事
業
は
「
人
々
と
の
交
流
が
目
的 

の
文
化
交
流
事
業
で
あ
る
」
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と

か
ら
始
め
ま
す
。
私
欲
の
た
め
に

日
本
に
行
き
た
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

は
山
ほ
ど
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
自
分
の
ア
ー
ト
を
通

し
た
人
々
と
の
交
流
過
程
が
、
自

分
の
作
品
結
果
よ
り
重
要
だ
と
い

う
こ
と
を
理
解
し
て
く
れ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
は
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
間
を
か
け
た
面
接
が
選
考
過
程

で
と
て
も
重
要
な
の
で
す
。  

　
人
類
や
宗
教
同
士
の
嫌
悪
感
が
、

歪
ん
だ
形
で
紹
介
さ
れ
て
ゆ
く
恐

れ
の
多
い
今
の
時
代
、
ひ
た
す
ら

人
と
人
と
の
共
通
性
の
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
て
い
け
る
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
と
て
も
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
将
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
世
界
文
化
を

よ
り
深
く
理
解
し
経
験
で
き
る
機

会
を
作
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切

で
す
。
文
化
交
流
は
健
康
な
社
会

構
成
の
た
め
に
必
要
な
条
件
で
す
。

こ
の
７
年
間
の
成
果
が
、
将
来
豊

か
で
平
和
な
現
実
と
な
っ
て
ゆ
く

こ
と
を
常
に
願
っ
て
い
ま
す
。 

自
分
の
ア
ー
ト
を
通
し
て 

人
と
人
と
の
交
流
を
大
事
に
し
て
く
れ
る 

そ
ん
な
優
れ
た
芸
術
家
た
ち
を
選
考
し
、 

平
戸
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。 

ＳＴＵＤＩＯ－Ｅ 

ウィル・オッフェルマンズさん　　　　　上田　順子さん 

Prof i le

上田　順子さん 
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　市民アンサンブル、市民ミュージカルなど２か
月間、とても楽しく参加することができました。「芸
術家」と一緒に何かを作り上げるという初めての
経験はもちろん、「１２ｘおらんだ」を通して、い
ろんな方と出会い、刺激を受けられたことが嬉し
かったです。 
　この事業は、まだ田平町ではあまり知られてい
なかったので、今後はもっとＰＲして、たくさん
の市民のみなさんが参加できるような事業になれ
ばいいなと願っています。 

一場　恭子さん（田平町小崎免） 

　10月６日の和牛の共進会に、ケイスさんの家族
が突然現れ会場は大パニックになりました。ケイ
スさんは「この牛が一番！」と私の牛を気に入っ
た様子。審査の結果、私の牛が優等に選ばれ、大
会本部の心配りでメダルの贈呈が急きょケイスさ
んに変更されました。ケイスさんも子どもも大喜び。
ピアニストと私たち、心が通じあえたのは、どち
らも黒い物を愛しているからかな（笑）。言葉は通
じなかったけど、お互いの暖かい気持ちが通じた
ようで楽しく感動した１日でした。これからも気
軽に触れ合える国際交流が良いですね。 

言葉は通じなかったけど 
心と心が通じて感動しました。 

農業　福田　隆一さん（大島村大根坂） 

「芸術家」と一緒に何かを作りあげる 
初めての経験ができました。 
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ミュージカルを通じて 
いろんなことを学ぶことができました。 

　ミュージカルやモダンジャズなどメンバー全員
が初体験で、上手くできるか心配でしたが、マリ
クレアさんの優しい指導で、完璧とは言えませんが、
満足のできる作品ができました。 
　また、ミュージカルにはたくさんの人が参加し
ていて、人と接する楽しさを知ることができ、社
会に出ても役に立つことを多く学べました。今回
参加したメンバーが全員、人として、そしてダン
サーとして大きく成長できたと思います。マリク
レアさん、参加したみなさん、企画してくださっ
たみなさん、ありがとうございました。 

　普段から園児たちに絵を描かせていたので、こ
の事業を知ったとき、すぐにアレックスさんのワ
ークショップの申込みをしました。言葉もわから
ないので、始めは交流できるか不安でした。 
　ワークショップでは、アレックスさんがイラス
トを描きながらストーリーを話すという方法で行
われました。その時、子どもたちは普段では見る
ことができないくらい目を輝かせていました。生
で見るプロの技術は子どもでもわかるんです。今
回参加してみて、子どもたちにとって、素晴らし
い体験をすることができて私自身感動しています。 

プロの技を間近で見る 
いい経験をさせてもらいました。 

めばえ保育園　園長　櫻井　れい子さん 

歴史的なつながりをもった平戸とオランダ。 

芸術・文化を通して、 

４００年前の交流が現代に甦りつつあります。 

「12xおらんだ」の 

「12」とは１年12か月いつも、 

「ｘ」は回数や交流、そして限りない可能性 

という意味が込められています。 

この文化交流には、 

単に芸術・文化に触れるというだけでなく、 

たくさんの出会いや市民同士の交流が生まれています。 

言葉は通じなくても、 

心と心が通い合ったとき、 

そこにはたくさんの感動があります。 

一度足を運んでみてください。 

そこからきっと新しい世界が広がるはずです。 

猶興館高校体操同好会 
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　市の台所を支える予算は、いったいどのように使われているのでしようか？ 

新市における平成17年10月１日から平成18年３月31日までの決算状況、および本年度

上半期の予算の執行状況や市の財産、借入金の残高などその概要をお知らせします。 

平戸市の台所（財政）事情 
をお知らせします 

平戸市の台所（財政）事情 
をお知らせします 

ー平成17年度決算報告ー ー平成17年度決算報告ー 

平成17年度予算の決算状況 
　平成17年度一般会計の決算状況は、収入済額146億5,494万円、支出済額144億7,767万円で、

歳入歳出差引額１億7,727万円の決算剰余金のうち、翌年度へ繰り越すべき財源4,021万円を差し

引いた実質収支は、1億3,706万円の黒字となっています。 

　本市の財政は、歳入の大半を地方交付税や国・県補助金等に依存した自主財源に乏しい財政構

造です。今後とも税収入の確保など財源の確保に努める一方、必要性、効果などを十分検討しなが

ら、限られた財源の重点的配分と経費支出の効率化を図り、財政運営の健全性を確保するため、

なお一層の努力を続けてまいりますので、市民のみなさんのご理解とご協力をお願いします。 

歳入歳入 
146億5,494万円万円 

歳入 
146億5,494万円 

総務費 

21億2,728万円 

14.7%

衛生費 

19億2,084万円 

13.3%
農林水産業費 
16億8,738万円 

11.6%商工費 
1億2,589万円 

0.9% 

土木費 
14億4,060万円 

10.0%

 

消防費 
4億4,669万円 

3.1%

教育費 

11億9,041万円 

8.2%

災害復旧費 

1億4,316万円 

1.0%

公債費 

19億2,202万円 

13.3%

民生費 

27億7,387万円 

19.1%

諸支出金 
6億1,265万円 

4.2%

 

議会費 

8,688万円 

0.6%

地方譲与税等 
5億5,187万円 

3.8%

使用料及び手数料 
1億5,282万円 

1.0%

分担金及び負担金 
1億6,058万円 

1.1%

寄附金 
3,484万円 
0.2%

繰入金 
6億3,770万円 

4.4%

 

財産収入 
3,052万円 
0.2%

 

諸収入 
21億5,365万円 

14.6%

市税 
11億5,484万円 

7.9%

市債 
26億3,110万円 

18.0%

地方交付税 
36億5,825万円 

25.0%

国庫支出金 
16億1,822万円 

11.0%

県支出金 
18億7,055万円 

12.8%

歳出歳出 
144億7,767万円万円 

歳出 
144億7,767万円 

※歳入・歳出については、合併後の新市における（平成17年10月以降）状況です。 

歳　入 歳　出 

Special Edition

特　集 
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◎特別会計の決算 

国 民 健 康 保 険  
( 事 業 勘 定 )   
国 民 健 康 保 険  
( 直診度島勘定 )  
国 民 健 康 保 険  
( 直診大島勘定 )   

老 人 保 健   

介 護 保 険   

簡 易 水 道 事 業   

農業集落排水事業  

宅 地 開 発 事 業   

あづち大島いさりびの里  

給 与 管 理   

区　　分 歳　　入 歳　　出 歳入歳出差引額 

30億7,606万円 

2,247万円 

8,007万円 

33億2,207万円 

18億4,778万円 

4億　838万円 

768万円 

4,496万円 

2,026万円 

19億　484万円 

29億　534万円 

2,247万円 

8,007万円 

32億9,865万円 

18億3,861万円 

3億8,452万円 

768万円 

4,496万円 

2,026万円 

19億　484万円 

1億7,072万円 

0円 

0円 

2,342万円 

917万円 

2,386万円 

0円 

0円 

0円 

0円 

（市民１人当たり 98万6､853円） 

過疎・辺地 

農 林 水 産  

土 木  

教 育  

そ の 他  

水 　 道 　 事 　 業   

簡 易 水 道 事 業  

病 　 院 　 事 　 業   

交 通 船 事 業  

国 　 保 　 直 　 診   

農 業 集落排水事業   

宅 地 開 発 事 業   

あづち大島いさりびの里  

合 　 　 　 　 計   

一　般　会　計  

区　　　分 現　在　高 構 成 比 

305億4,967万円 

69億2,762万円 

71億2,701万円 

43億4,048万円 

28億3,099万円 

93億2,357万円 

29億1,890万円 

21億8,272万円 

23億8,219万円 

2億2,750万円 

988万円 

1億9,105万円 

6,737万円 

1億6,226万円 

386億9,154万円 

79.0％ 

17.9％ 

18.4％ 

11.2％ 

7.3％ 

24.2％ 

7.5％ 

5.6％ 

6.2％ 

0.6％ 

0.0％ 

0.5％ 

0.2％ 

0.4％ 

100.0％ 

◎市債の現在高 

区　　　分 収　　入 支　　出 収入支出差引額 備　　　　考 

水　道 

事　業 

 病　院 

事　業 

 交通船 

事　業 

収益的収支 

資本的収支 

収益的収支 

資本的収支 

収益的収支 

資本的収支 

3億5,413万円 

5億5,870万円 

10億7,378万円 

8,347万円 

7,932万円 

2億6,769万円 

3億2,147万円 

6億9,969万円 

11億5,294万円 

1億5,149万円 

7,347万円 

3億　418万円 

  3,266万円 

  △1億4,099万円 

  △7,916万円 

  △6,802万円 

  585万円 

  △3,649万円 

剰余金については、 
繰越欠損金に充当しました。 

◎公営企業会計の決算 

欠損金は翌年に繰り越しました。 

収入額が支出額に不足する額については、 
過年度分損益勘定保留資金で補てんしました。 

収入額が支出額に不足する額については、 
引き継ぎ補てん財源で補てんしました。 

剰余金については、 
繰越欠損金に充当しました。 

収入額が支出額に不足する額については、建設改良積立金 
および過年度分損益勘定留保資金などで補てんしました。  

Special Edition

特　集 平戸市の台所（財政）事情 
　をお知らせします 

平戸市の台所（財政）事情 
　をお知らせします 
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平成18年度の予算の執行状況 
上半期の財政状況（４月～９月） 

企業・特別会計 

一般会計 

2億1,998万円万円 

5億640万円万円 

30億3,084万円万円 

18億9,723万円万円 

5億4,808万円万円 

21億1,492万円万円 

民生費 
（23.8％） 

公債費 
（16.2％） 

農林水産業費 
（8.6％） 

総務費 
（10.8％） 

教育費 
（9.5％） 

衛生費 
（13.4％） 

土木費 
（9.3％） 

その他 
（8.4％） 

地方交付税 
（42.4％） 

市　債 
（10.8％） 

市　税 
（11.4％） 

県支出金 
（6.9％） 

国庫支出金 
（9.5％） 

繰入金 
（5.1％） 

分担金及 
び負担金 
（1.3％） 

その他 
（12.6％） 

歳
　
出 

支
出
済
額
　
５
９
億
９
２
５
０
万
円 

収
入
済
額
　
９
１
億
５
７
９
９
万
円 

歳
　
入 

50億円 30億円 50億円 100億円 10億円 

予算額 226億4,156万円 

（　）の数値は予算総額に対する構成比 

◎一般会計 

◎市債の現在高 

◎総　　　　　額　369億6,164万円（うち一般会計　291億6,158万円） 

◎市民一人当たり     　94万5,867円（うち一般会計　74万6,259円） 

（Ｈ18.９.30現在） 

簡易水道事業 
21億3,746万円 

5.8%

水道事業 
27億6,433万円 

7.5%

国保(直診) 
862万円 
0.1%

その他 
90億97万円 
24.3%

教育 
26億8,685万円 

7.3%

土木 
40億9,427万円 
11.1%

辺地・過疎 
64億8,965万円 
17.6％  

農林水産 
68億8,984万円 
18.6%

病院事業 
22億9,173万円 

6.2%

あづち大島 
いさりびの里 
1億3,994万円 
0.3%

 
宅地開発事業 
4,653万円 
0.1%

農業集落排水事業 
1億8,395万円 
0.5%

 

交通船事業 
2億2,750万円 
0.6%

15億4,279万円 

36億6,320万円 

14億1,770万円 

19億4,883万円 

2億1,998万円 

24億4,846万円 

5億640万円 

21億5,622万円 

7億5,117万円 

30億3,084万円 

7億8,136万円 

18億9,723万円 

5億5,408万円 

2億1,902万円 

21億1,492万円 

53億8,186万円 96億603万円 

  0円 

0円 

62億1,527万円 

24億5,320万円 

25億8,967万円 

12億9,351万円 

15億5,849万円 

1億3,900万円 

21億4,971万円 

5億7,917万円 

11億4,261万円 

2億9,899万円 

1億370万円 

28億4,286万円 

8億2,734万円 

予算現額 

支出済額 

予算現額 

収入済額 

S
ta
te
m
e
n
t
o
f
a
ccounts information
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土　　　地 

建　　　物 

有 価 証 券 

基　　　金 

債　　　権 

出　資　金 

9.9km2 

254,912㎡ 

1億3,550万円 

55億4,368万円 

2億9,566万円 

4億5,786万円 

国保（事業勘定） 
51億3,273万円 

水 道 事 業 
収益的収支 
6億3,355万円 
(収入7億1,272万円)

病 院 事 業 
収益的収支 

24億4,161万円 

交通船事業 
収益的収支 
1億7,870万円 

資本的収支 
9億2,283万円 
(収入6億4,371万円)

資本的収支 
2億5,462万円 
(収入1億4,575万円)

国保（度島直診） 
4,721万円 

国保（大島直診） 
1億5,476万円 

老人保健 
61億4,516万円 

介護保険 
33億8,893万円 

農業集落排水 
2,428万円 

簡易水道 
７億1,484万円 

宅地開発 
4,771万円 

あづち大島 
いさりびの里 
8,851万円 

給与管理 
37億6,989万円 

支出済額 収入済額 予　算　額 

支出済額 収入済額 予　算　額 

100％ 100％ 0％ 0％ 

100％ 100％ 0％ 0％ 

◎特別会計 

◎企業会計 

◎市民一人当たりの 
　市税負担額の状況 

（　）の数値は執行率 

（　）の数値は執行率 

人口39,077人（ H.18.9.30現在） 

総　額 
　　 
個人市民税 

　　 

法人市民税 

　　　　 

固定資産税 

　   
軽自動車税 

　 
市たばこ税 

　 
入湯税 

　 
その他 

　 

 

　　6万6,271円 
 

　　1万9,339円 

 

　　　　3,443円 

 

　  3万2,907円 

 

　2,185円 

 

　5,574円 

 

　924円 

 

　1,899円 

◎財産の状況 

平成18年９月30日現在はありませ

んでした。 

◎一時借入金の状況 

（Ｈ18.９.30現在） 

20億3,295万円（39.6％） 

1,366万円（28.9％） 

2,948万円（19.0％） 

23億8,384万円(38.8%)

12億6,157万円（37.2％） 

1,018万円(41.9%)

7,378万円(10.3%)

2,173万円(45.5%)

4,171万円(47.1%)

18億6,685万円（49.5％） 

14億1,075万円（27.5％） 

576万円（12.2％） 

3,143万円（20.3％） 

22億7,285万円（37.0％） 

12億7,869万円(37.7%)

１億7,279万円24.2%)

93万円(3.8%)

646万円（13.5％） 

1,096万円(12.4%)

0円(0.0%)

３億4,676万円（48.7％） 

5,136万円（8.0％） 

９億9,455万円（40.7％） 

１億809万円（74.2％） 

6,078万円（34.0％） 

１億8,838万円（29.7％） 

２億4,341万円（26.4％） 

10億5,899万円（43.4％） 

9,046万円（35.5％） 

7,948万円（44.5％） 
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特　集 平戸市の台所（財政）事情 
　をお知らせします 

平戸市の台所（財政）事情 
　をお知らせします 



　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
ま
ち
づ
く
り

に
生
か
す
た
め
、
市
町
村
合
併
後
初
め
て

と
な
る「
市
政
懇
談
会
」を
10
月
20
日
か
ら

11
月
14
日
ま
で
の
間
、
市
内
７
地
区
で
開

催
し
、
約
６
０
０
人
の
市
民
の
み
な
さ
ん

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
白
　
市
長
か
ら
本

市
の
財
政
状
況
や
行
政
改
革
へ
の
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
あ

と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
数
多
く
の
ご
意

見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
内

容
の
一
部
を
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。 

　
今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
や
提
言

に
つ
い
て
は
、
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後
、

必
要
性
や
緊
急
性
な
ど
を
十
分
検
討
し
な

が
ら
市
政
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
本
市
は
現
在
、
財
政
が
危
機
的
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
合
併
し
て
よ
か

っ
た
と
思
え
る
平
戸
市
を
形
成
し
て
い
く

た
め
に
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
班 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
内
線
２
３
１
２
） 

■
大
島
地
区 

議
会
お
よ
び
市
全
体
の
行
事
な
ど

を
大
島
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
放
映
で
き
な

い
か
？ 

議
会
放
映
に
つ
い
て
は
、
現
在
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ラ
イ
ブ
中

継
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
整

備
さ
れ
る
と
、
大
島
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
接
続
も
可

能
と
な
り
、
そ
れ
ら
と
合
わ
せ
て
実
施
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
行
事
に

つ
い
て
は
、
予
算
的
な
も
の
や
人
員
確
保

の
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
今
後
検
討

し
て
い
き
ま
す
。 

 

■
中
部
地
区 

①
学
校
の
選
択
の
自
由
に
つ
い
て

現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
？

②
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
？
少
人
数
の
学
校

で
は
ク
ラ
ブ
活
動
も
団
体
競
技
も
で
き
な

い
し
、
子
ど
も
た
ち
の
競
争
心
も
芽
生
え

な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
か
ら
統
合
を
お
願

い
し
た
い
。 

①
学
校
の
選
択
の
自
由
に
つ
い
て

は
、
や
む
を
得
な
い
条
件
で
認
め

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
通
常
認
め
て
い

ま
せ
ん
。 

②
少
人
数
と
な
る
と
確
か
に
競
争
心
が
失

わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
学
校
の
統
合
に
つ

い
て
は
地
域
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ

て
考
え
、
今
後
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                                     

■
北
部
地
区 

合
併
後
、
こ
う
も
早
く
厳
し
い
財

政
状
況
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
。
合
併
後
、
調
整
す
る
項
目
に
つ

い
て
は
、
再
度
見
直
し
、
旧
４
市
町
村
の

均
衡
を
失
わ
な
い
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
議
員
報
酬
、
定
数
に
つ
い

て
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
？
他
市
の
人
口
と
定
数
の
状
況
か
ら

考
え
る
と
、
平
戸
市
は
20
人
程
度
が
妥
当

と
思
う
が
ど
う
か
。 

こ
う
な
っ
た
原
因
に
は
、
地
方
交

付
税
や
国
・
県
の
補
助
金
の
削
減

と
福
祉
予
算
の
増
大
が
あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
旧
自
治
体
の
借
金
は
持
ち
寄
り

ま
し
た
が
、
基
金（
貯
金
）が
思
う
よ
う
に

持
ち
寄
れ
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
す
。 

　
ま
た
、
も
と
も
と
緩
や
か
な
合
併
と
い

う
こ
と
も
一
つ
の
原
因
で
す
。
今
後
は
で

き
る
も
の
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
地
域
協
議
会
、

審
議
会
な
ど
に
お
話
を
し
、
理
解
し
て
も

ら
う
よ
う
考
え
て
い
ま
す
。 

（
議
員
答
弁
） 

議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
合
併
前

61
人
、
現
在
27
人
、
次
回
選
挙
26
人
で
合

併
協
議
を
終
え
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
後
、

財
政
が
非
常
に
厳
し
く
な
り
、
現
在
、
議

会
の
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、

削
減
の
方
向
で
協
議
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

〜
市
内
７
地
区
で
開
催
〜 

市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
市
政
に 

 

「
市
政
懇
談
会
」 
「
市
政
懇
談
会
」

「
市
政
懇
談
会
」 

Ｑ 

Ｑ 
Ｑ Ａ 

Ａ Ａ 

Ａ 
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Ｑ 

Ｑ Ｑ 

Ａ 

Ｑ Ａ 

Ａ 

Ａ 

■
田
平
地
区 

①
職
員
の
民
間
出
向
と
学
校
給
食

の
民
間
委
託
に
つ
い
て 

②
市
税
・
使
用
料
・
給
食
費
・
住
宅
使
用

料
の
徴
収
は
、
民
間
の
方
が
効
率
が
良
い

の
で
は
な
い
か
？ 

③
各
種
団
体
の
一
本
化
と
そ
れ
ら
に
伴
う

各
種
補
助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て 

①
市
民
病
院
の
給
食
に
つ
い
て
は

民
間
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
病
院
か
ら
給
食
セ
ン
タ
ー
な
ど

配
置
換
え
し
て
き
た
し
、
今
後
も
や
れ
る

も
の
か
ら
や
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

ま
す
。
病
院
の
受
付
に
つ
い
て
も
委
託
を

し
て
い
ま
す
。
②
税
な
ど
の
未
納
に
つ
い

て
は
納
税
者
が
重
複
し
て
い
る
た
め
、
庁

内
で
連
絡
協
議
会
を
作
っ
て
連
携
を
取
り

な
が
ら
徴
収
し
て
い
き
ま
す
。
③
各
種
補

助
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
現
在
協
議
を

し
て
い
ま
す
。
各
種
補
助
金
に
つ
い
て
は
、

一
本
化
の
方
向
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
構
成
団
体
の
方
か
ら
考
え
る
と
非
常

に
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
今
後
精
査
し
な

が
ら
進
め
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

■
度
島
地
区 

医
療
の
充
実
に
つ
い
て
、
診
療
所

を
中
心
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
や
老
人

が
健
康
を
維
持
で
き
る
た
め
の
施
設
な
ど

（
交
流
施
設
）の
整
備
は
で
き
な
い
か
？ 

全
島
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
る
施
設

（
交
流
施
設
）を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
必
要

性
は
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
度
島
に
は
公
会
堂
や
体
育
館

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
現
在
あ
る
も

の
を
利
用
す
る
に
は
、
ど
う
い
う
方
法
が

あ
る
の
か
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
し
、
今
の
財
政
状
況
は
大
変

厳
し
い
た
め
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
■
生
月
地
区 

磯
焼
け
対
策
は
、「
磯
・
浜
を
耕
す

＝
海
を
豊
か
に
す
る
こ
と
」
と
考

え
ま
す
。
海
か
ら
と
れ
る
ア
ワ
ビ
や
ウ
ニ

を
加
工
す
れ
ば
高
付
加
価
値
と
な
り
、
市

政
も
潤
い
ま
す
。
現
在
は
、
魚
の
食
害
に

強
い
魚
礁
が
開
発
さ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
磯
焼
け
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。 

生
月
地
区
は
、
昭
和
62
年
の
台
風

以
後
、
藻
場
の
消
失
が
著
し
く
、

同
時
期
に
ア
イ
ゴ
、
ウ
ニ
な
ど
の
持
続
的

な
食
害
で
磯
焼
け
が
加
速
し
た
と
推
測
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
特
に
磯
焼

け
が
著
し
い
舘
浦
北
防
波
堤
お
よ
び
早
崎

地
区
に
お
い
て
、
築
磯
設
置
、
漁
場
保
全

事
業
を
行
っ
た
結
果
、
ノ
コ
ギ
リ
モ
ク
の

繁
殖
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
定

の
藻
場
の
形
成
が
図
れ
た
と
判
断
し
て
い

ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
12
・
13
年
度
に
か
け
て
藻

場
調
査
を
実
施
し
、
生
月
地
区
の
実
態
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
御
崎
・
壱
部
浦
に
か

け
て
は
、
ア
ラ
メ
の
繁
殖
が
良
好
で
し
た
。 

　
し
か
し
、
舘
浦
地
区
の
黒
瀬
地
区
に
つ

い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
磯
焼
け
状
態
で
し
た
。

平
成
17
年
度
に
ア
ラ
メ
の
種
苗
を
根
付
け

し
た
長
柱
型
の
藻
礁
を
設
置
し
、
設
置
後

は
良
好
な
繁
殖
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
結

局
は
食
害
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。 

　
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
礁
が
開
発
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
、
平
戸
市
磯
焼

け
対
策
検
討
会
で
調
整
を
図
り
、
よ
り
効

果
的
な
対
策
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

 

 

 

■
南
部
地
区 

平
戸
大
橋
の
通
行
料
金
を
現
在
の

１
０
０
円
を
片
道
だ
け
の
２
０
０

円
に
で
き
な
い
か
？ 

平
戸
・
生
月
大
橋
は
県
道
路
公

社
が
管
理
し
て
い
ま
す
が
、
確

か
に
ご
質
問
の
と
お
り
で
あ
る
と
考
え
ま

す
し
、
今
後
も
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の
地
区
で
、

無
料
に
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
が
、
橋
建
設
に
つ
い
て
は
、
公

共
事
業
に
よ
る
場
合
と
建
設
を
早
く
す
る

た
め
に
有
料
道
路
で
実
施
す
る
場
合
の
２

通
り
が
あ
り
ま
す
。
平
戸
・
生
月
大
橋
と

も
に
有
料
道
路
で
建
設
し
、
ま
た
、
塗
装

も
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
無
料
化
は
厳
し

い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。 
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中野剣修館 

活 動 日／水曜日・土曜日　午後６時～午後８時 
活動会場／中野小学校体育館 
対 象 者／幼児、小・中学生 
連 絡 先／代表宅　124-2444  
部 員 数／22人 
参 加 費／月額　1,000円 
代　　表／横尾　正幸さん（川内町） 
 

活動ＤＡＴＡ 

クラブ紹介 

Club Introduction

平戸市弓道会 

活 動 日／火・木・土曜日　午後８時～午後10時 
活動会場／市営弓道場（平戸小学校の上） 
対 象 者／どなたでもＯＫ 
連 絡 先／代表宅　122-3008 
　　　　　村瀬宅　123-8533（昼間のみ） 
部 員 数／20人 
参 加 費／月額　500円 
代　　表／中村　甚朗さん（鏡川町） 

活動ＤＡＴＡ 

「剣道で心を育ててみませんか？ 
　　　　　　　ただいま部員募集中！」 
 

「一瞬の、そして一生の楽しみを見つけてみませんか？」 

　中野剣修館は、剣道を通じて地域の児童、生徒の健全育
成を目標に平成８年に部員数４人でスタートし、今年で活
動10年目を迎えました。現在は22人と部員数も増え、また、
ライオンズ杯小学校団体準優勝、市民体育祭中学校団体優
勝など、各大会で優秀
な成績を収めるまでに
なりました。また、剣
道のほか空きビン回収
を行い剣道以外の活動
も頑張っています。中
野剣修館では、一緒に
練習する仲間を募集し
ています。部員同士仲
が良く、とても雰囲気
の良いクラブです。お
気軽に見学してくださ
い。　 

▲僕たち私たちと一緒に剣道しませんか？ 

▲真剣な練習に緊張感が漂います。 

▲射形の美しさもまた魅力の一つです。 

 
 

　弓道は、弓を引いて約30ｍ先にある直径約36cmの的に
矢を中てるという単純なスポーツです。しかし、単純であ
るが故に奥が深く、それもまた魅力の一つです。弓道は競
技寿命も長く、男女を問
わず、一生の趣味にもで
きます。練習は、活動日
以外でもできますし、ジ
ャージなどの軽装でもで
き、談笑など交えながら
楽しく練習しています。
また、県民体育大会や、
各市が主催している大会
に年に10回程度参加し
ています。平戸市弓道会
では現在会員を募集して
います。興味のある人は
お気軽にご連絡ください。 

 

▲私たちと一緒に弓道をやってみませんか？ 

あ 
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小川　祐二さん（22歳・田平町以善免） 
お　がわ　　  ゆう  じ 

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？ 
「平戸のわっかもん」 
　平戸のまちで働く“わっかもん”を紹介します。自薦他薦は問いません。掲載を希望する人は下記までご連絡ください。  
「クラブ紹介」 
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して欲しい、
など掲載を希望する団体は下記までご連絡ください。  
「ＨａｐｐｙＢｉｒｔｈｄａｙ」 
　発行月にお誕生日を迎える３歳までのお子さんを募集します。掲載は先着３人まで。申込み期限は発行前月の15日
です。掲載のご予約は、お気軽に、お早めに。 
○応募方法　写真にお子さんの名前（ふりがな）・生年月日・住所・電話番号・お子さんへのメッセージ・ご両親の
名前を添えて郵送またはＥメールにてご投稿ください。※写真は返却しません。ご投稿いただいた作品は必ずしも掲
載するとは限りませんのでご了承ください。 

 あて先　〒859-5192　平戸市岩の上町1508番地３　企画課地域振興班　E-Mail　kikaku@city.hirado.lg.jp

本山　空愛くん 
  　　  （Ｈ17.12.22生） 

もとやま　　  ら  い 

～義隆さん・絵里奈さんの長男～ 
≪坊方町≫ 

米倉　将大くん 
  　　  （Ｈ16.12.26生） 

よねくら      まさ  と 

～義人さん・千鶴さんの次男～ 
≪生月町山田免≫ 

心臓手術しましたが 
元気になりました！ 

 
 山�　葵依ちゃん 

  　　  （Ｈ16.12.31生） 

 

やまさき　　あお  い 

～直成さん・愛さんの長女～ 
≪岩の上町≫ 

お兄ちゃんには負けません！ 

募集しています
 

■勤務先 

　鮮魚のみいけや  

■ニックネーム 

　ゆうじ、ゆうちゃん 

■性格は？ 

　おとなしいけど明るい 

■趣味・特技 

　隠れたカフェを探すこと、ドライブ、映画鑑賞 

「毎日お客さんと触れ合って 
　　　　　　　　　　　楽しく働いています」 

Happy Birthday
★お誕生日おめでとう！★ 12月生まれ

　お客さんと触れ合う仕事がしたかったという小川さ
んは、高校卒業後、鮮魚のみいけやに就職することに。
魚をさばいたり、商品陳列、配達など全てが初めてづ
くし。「大変な仕事だけどお客さんが笑顔で帰ってく
れるときはとても嬉しいです」と小川さん。お客さん
との会話などコミュニケーションをとることで毎日楽
しく仕事しているそうです。小川さんが今一番ハマっ
ているのがフットサルで、チームも立ち上げたばかり。
現在メンバーも募集しているそうです。 

早く歩ける様になるのが 
楽しみだネ！ 

vol.14
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旭日小綬章 
大島村大根坂 
　小濱　賢一さん（75歳） 

　昭和46年４月大島村議会議
員に初当選以来、連続６期24
年間在職し、その間、昭和62

年５月から平成３年４月までの４年間大島村議
会議長を歴任されました。平成７年５月から平
成17年９月まで大島村長に10年間在職し、大島
村発展のために多大な貢献をされました。 
　また、平成17年10月１日の合併日から11月６
日までの間、新「平戸市」の市長職務執行者に選
任され、その重責を果たし、新市の円滑な発足
に尽力されました。 

受章（賞） 
おめでとうございます 

大島村神浦 
　川久保榮子さん（82歳） 

　昭和62年から通算18年の長
年にわたり、旧大島村教育委員
として教育振興のための諸施策

の企画・立案に参画するなど教育行政全般に携
わり、青少年の健全育成、学校教育の推進およ
び社会教育・文化の振興などに大きく寄与され
ました。 

岩の上町 
　松本惠美子さん（65歳） 

　昭和55年から通算26年６か
月の長期にわたり、訪問介護員
として寝たきり老人等の食事や

入浴などの手助けを行い、在宅での生活支援に
大きく寄与されました。現在も、ホームヘルパ
ーとして地域の高齢者福祉のために活躍中です。 

訪問介護員（ホームヘルパー） 

長崎県読書活動優良団体表彰 
子供読書推進の部 

ボランティアサークル 
読み聞かせの会 
「紙風船」　（代表　神田紀子さん） 

田平町下寺免 
　松�　勝治さん（70歳） 

　長崎県連合遺族会々長、北松
浦郡連合遺族会々長をはじめ、
県・郡の遺族会の要職を多数歴

任すると共に、戦没者遺族相談員として戦没者
遺族の福祉向上に大きく寄与されました。現在
も戦没者遺族相談員、平戸市連合遺族会会長と
して活躍中です。 

戦没者遺族援護 

地方教育行政功労者表彰 
（文部科学大臣表彰） 

田平町山内免 
　浦　　貢さん（73歳） 

　平成６年４月に旧田平町社会
教育委員に就任以来、11年６
か月の長年にわたり、社会教育
の充実と発展に寄与されました。

その間、県社会教育委員連絡協議会理事や北松
浦郡社会教育委員連絡協議会監事なども勤めら
れました。現在も、新平戸市の社会教育委員と
して、新市の社会教育発展のために尽力されて
います。 

(社)全国社会教育委員連合表彰 

野田麻美子さん 
（猶興館大島分校３年） 

第26回全国豊かな海づくり大会 
作文コンクール水産庁長官賞 

厚生労働大臣表彰 
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左
上
か
ら【
優
秀
賞
】平
板
測
量
競
技
　 

松
田
　
正
和
さ
ん
（
３
年
）
、
深
見
　

健
司
さ
ん
（
３
年
）
、
山
h

　
将
太
さ

ん（
３
年
）【
優
秀
賞
】農
業
鑑
定
競
技

▼
区
分「
食
品
化
学
」野
中
　
美
穂
さ

ん（
３
年
）▼
区
分｢

乳
用
牛｣

前
川
光

夫
さ
ん（
３
年
） 

左
下
か
ら【
優
秀
賞
】農
業
鑑
定
競
技
▼ 

区
分「
畜
産
」
和
田
　
恵
美
さ
ん（
３

年
）【
文
部
科
学
大
臣
賞
・
最
優
秀
賞
】

意
見
発
表
▼
区
分「
文
化
生
活
」永
田

愛
里
さ
ん（
３
年
）【
優
秀
賞
】農
業
鑑

定
競
技
▼
区
分「
生
活
科
学
」道
下
　

朝
美
さ
ん（
３
年
） 

　 
     

平
戸
市
美
術
展
覧
会 

　
　
　（
主
な
入
賞
者
） 

【
市
長
賞
】　
上
妻
由
美
子（
画
・
鏡
川
町
）、

　
町
田
　
富
恵（
書
・
崎
方
町
）、　
吉
島

　
和
泉（
写
・
木
ヶ
津
町
） 

【
市
議
会
議
長
賞
】　
柳
原
千
代
子（
書
・

　
木
引
田
町
） 

【
市
教
育
長
賞
】　
山
野
　
美
礼（
画
・
平 

戸
小
１
年
）、山
口
裕
美
子（
書
・
田
平

中
３
年
） 

【
市
文
化
教
会
長
賞
】　
岡
澤
　
清
美（
画
・

　
田
平
町
山
内
免
）、川
下
ミ
ス
エ（
画
・

　
田
平
町
下
亀
）、平
野
　
和
子（
書
・
職

　
人
町
）、中
島
　
秀
雄（
写
・
木
ヶ
津
町
） 

 

平
戸
市
教
育
委
員
会
表
彰 

【
文
化
功
労
】　
立
平  

進（
現
文
化
財
審

　
議
会
委
員
・
長
崎
市
） 

【
学
校
医
・
学
校
歯
科
医
・
学
校
薬
剤
師
】 

谷
川 

 

純
二（
学
校
医
・
山
内
）、桑
原 

 

聖
子（
学
校
医
・
宮
の
町
）、伊
藤
　
光

彦（
学
校
歯
科
医
・
平
戸
口
）、永
益
妙

子（
学
校
歯
科
医
・
下
里
）、池
田
　
信

（
学
校
歯
科
医
・
山
田
）、石
橋
　
喬
太

（
学
校
薬
剤
師
・
日
の
浦
） 

【
社
会
教
育
功
労
】　
松
山
喜
代
志（
少
年 

セ
ン
タ
ー
補
導
委
員
・
志
々
伎
浦
）
、

丹
澤
　
明（
図
書
館
協
議
会
委
員
・
稗

田
）、寺
山
　
康
子（
社
会
教
育
委
員
・

宮
の
町
）
、
池
田
　
次
郎
（
田
平
権
現

太
鼓
保
存
会
役
員
・
野
田
）
、
山
口
博

明（
元
荻
田
浮
立
保
存
会
役
員
・
東
荻

田
）
、
浦
川
　
俊
介
（
が
わ
っ
ぱ
祭
伝

承
会
役
員
・
岳
崎
） 

【
社
会
体
育
功
労
】　
南
　
修
二（
体
育
指 

導
委
員
・
的
山
在
）、浦
上
　
紳
子（
元

体
育
指
導
委
員
・
上
里
）
、
松
　
　
義

昭（
体
育
協
会
役
員
・
釜
田
） 

　 税
に
関
す
る 

　
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
表
彰 

【
作
文
】 

▼
高
校
生
の
部
　
内
野
　
一
将
（
猶
興

　
館
１
年
）、田
h
　
美
紗（
猶
興
館
１
年
）、

　
障
子
い
く
み（
猶
興
館
１
年
） 

▼
中
学
生
の
部
　
萩
原
美
保
子
（
中
部

　
２
年
）、大
曲
　
涼
太（
平
戸
３
年
）、田

　
中
　
恭
平
（
中
野
３
年
）
、
増
永
美
穂

　
子（
野
子
３
年
）、南
　
美
琴（
大
島
２

　
年
）、山
下
　
沙
織（
南
部
２
年
） 

【
ポ
ス
タ
ー
】 

▼
高
校
生
の
部
　
近
藤
　
稔
巳（
北
松
農 

業
２
年
）
、
波
多
　
清
香
（
北
松
農
業

２
年
）、森
田
　
智
子（
北
松
農
業
３
年
）、

福
本
　
光
代
（
北
松
農
業
２
年
）
、
松

永
　
綾
香（
北
松
農
業
３
年
） 

 

第
58
回
長
崎
県
民
体
育
大
会 

【
準
優
勝
】 

◎
個
　
人
　
永
田
　
栄
二（
空
手
道
・
成

　
年
男
子
・
形
）、米
倉
　
智
晃（
相
撲
・
成

　
年
男
子
） 

◎
団
　
体
　
相
撲（
成
年
男
子
）、　 

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
成
年
女
子
） 

【
３
　
位
】 

◎
個
　
人
　
大
石
　
英
樹（
相
撲
・
青
年

　
男
子
）、谷
本
　
雅
嗣（
陸
上
・
男
　
子
・

　
45
歳
〜
49
歳
５
０
０
０
ｍ
） 

◎
団
　
体
　
ラ
グ
ビ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

　
ル（
成
年
男
子
壮
年
Ｓ
Ｐ
） 

【
５
　
位
】 

◎
個
　
人
　
平
川
　
浩
蔵（
陸
上
・
男
子
・

　
45
歳
〜
49
歳
１
０
０
ｍ
） 

【
６
　
位
】 

◎
個
　
人
　
本
山
俊
次
郎（
陸
上
・
男
子
・

　
50
歳
〜
59
歳
１
０
０
ｍ
）、池
下
真
知

　
子（
陸
上
・
女
子
・
30
歳
未
満
１
０
０
ｍ
・

　
８
０
０
ｍ
） 

 

第
31
回
全
九
州
市
役
所 

　
　
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会 

【
団
体
戦
・
３
位
】　 

　
平
戸
市
役
所
チ
ー
ム 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

第57回日本学校農業クラブ全国大会回日本学校農業クラブ全国大会 第57回日本学校農業クラブ全国大会 

北松農業高校の受賞者のみなさん北松農業高校の受賞者のみなさん 北松農業高校の受賞者のみなさん 

各
被
表
彰
者
は 

　
　
次
の
と
お
り
で
す
。 
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 白熱！テニスを通じて日米交流

　10月22日、平戸文化センターで、第27回平戸
市青少年音楽会（市文化協会、市教育委員会主催）
が開かれました。市内の小、中学校、高校、一般の
団体など、計８校12団体が参加し、趣向をこら
した演奏や合唱など元気いっぱいに練習の成果
を披露しました。 
　各団体がそれぞれ発表を終えると、出場した
吹奏楽団体による伴奏にのせて、全体合唱も披
露しました。会場に訪れた保護者らからは、その
見事なステージに何度も温かい拍手が送られま
した。 

元気いっぱいに合唱や演奏を披露 

　10月22日、市営相撲場で、第34回平戸市民
相撲大会が行われ、30チーム171人が参加しま
した。大会は、小学生の部、小学生新相撲（女子）
の部、中学生の部、一般の部で行われ、団体戦
や個人戦で熱戦が繰り広げられました。大会の
合間には、かわいらしい赤ちゃんの土俵入りも
行われ、会場からは温かい拍手が送られました。
優勝団体は次のとおり。 
【小学生】宝亀少年相撲倶楽部Ａ 
【小学生新相撲（女子）】根獅子Ａ 
【中学校】中野中Ｃ 
【一　般】新鮮市場じげもん 

かわいらしい赤ちゃんの土俵入りも 

　10月22日、米・コロラド州の旅行団が本市を
訪れ、平戸テニスクラブのメンバー27人とテニ
スを通じて交流をしました。訪れたのは、米国
のスポーツ振興団体ＡＳＤのコロラド州デンバ
ー支部に所属するメンバーで、55歳から76歳ま
での29人。会場となった亀岡テニスコートでは、
日米ペア対決や日米混成のペア対決などを編成
した試合を行い交流を深めました。交流した平
戸テニスクラブのメンバーは「言葉は通じなくて
も身ぶり手ぶりで気持ちが通じ合った。今度は
私たちがデンバーで交流を深めたい」と話してい
ました。 

　10月14日、生月町開発総合センターで、「神
谷幸一琉球ライブ2006スペシャルゲスト石嶺聡子」
が行われました。公演前には、三線や琉球舞踊
のワークショップが行われ町内の小・中学生33
人が参加。琉球民謡の第一人者である神谷幸一
さんが、子どもたちに、三線の弾き方や琉球舞
踊の基本的動作など親切に指導しました。ライ
ブでは、約560人の観客が入場し立見客が出るほ
どの大盛況。沖縄伝統芸能の三線、琉球舞踊や
紅白出場歌手の石嶺聡子さんの歌に酔いしれま
した。 

沖縄の伝統に酔いしれる
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　10月26日、秋の全国火災予防週間を前に、第
16回初期消火操法競技大会が、ライフカントリ
ー駐車場で開催されました。市内のホテルや病
院など24事業所の自衛消防隊31チーム71人が
出場し、「消火器の部」と「屋内消火栓の部」の２
部門で、日ごろの訓練の成果を競いました。成
績は次のとおり。 
■消火器の部 
「男子」優勝　特別養護老人ホーム生寿園 
「女子」優勝　㈱松岡石油 
■屋内消火栓の部 
「男子」優勝　平戸市役所生月支所 
「女子」優勝　平戸市役所生月支所 

 初期消火の正確さ、迅速さを競う

　10月23日、大根坂うばご公園で、大島地区
ゲートボール大会が開催され、大島地区内の老
人クラブ６チーム約50人が参加しました。普
段から練習している仲間とあってどのチームも
チームワークはばっちり。和気あいあいとした
雰囲気で交流していたかと思うと、試合が始ま
るとどのクラブも必死。決勝戦では大根坂地区
と前平地区が参加者の見守る中、熱い戦いを繰
り広げました。 
【優　勝】福寿会Ａ（大根坂）チーム 
【準優勝】長楽会（前平）チーム 

大根坂と前平が決勝で白熱の戦い

　10月22日、田平町民センターで、第26回田
平町文化祭ステージの部が行われました。町内
の園児らによる元気いっぱいの太鼓や演劇で始
まり、その後、日本舞踊やコーラス、ダンスな
ど全19団体が日ごろの練習の成果を披露しまし
た。会場には、約700人が訪れ、かわいらしい
園児の発表や大人の魅力いっぱいのステージに
何度も拍手が送られていました。 
　また、同月28日、29日には、絵画や写真、
陶芸などが展示され、訪れた人の目を楽しませ
ました。 

園児らのかわいい演技に大声援 

　平戸の伝統行事・伝統芸能を活用した「平戸
城下歌仙灯籠まつり」が10月の１か月間にわた
って、商店街を中心に開催されました。期間中
は、しめ縄・まん幕・ちょうちんなどが装飾さ
れ、当時賑わいを見せた「おくんち」の雰囲気が
醸し出されました。 
　また、期間中には、亀岡神社神楽殿や松浦史
料博物館で歌仙灯籠や竹灯籠の明かりが幻想的
な雰囲気を演出をする中、夜神楽（平戸神楽）が
披露されたほか、旧町地区では「町屋くんち料理」
がそれぞれの拠点会場で観光客や市民のみなさ
んに振舞われました。 

幻想的な夜に夜神楽を披露
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 大自然の中で　渡り鳥を観察

　11月３日、生月町開発総合センターで、「生
月町女声合唱団メリーママ創団10周年記念演
奏会」が行われました。当日は約400人の観客
が集まり、17人の団員が内田恵美子先生の指揮、
長田真紀先生のピアノ伴奏のもと、合唱組曲「い
きつき」を熱唱しました。 
　また、東彼から男声合唱団「オールドダックス」
もお祝いに駆けつけ、創団10周年に華を添え
ました。会場ではステージに美しい合唱が鳴り
響き、ユーモアあふれる演奏など大いに盛り上
がりました。 

メリーママ創団10周年記念演奏会 

　11月５日、平戸文化センターで、第３回ふ
れあい保育まつり（平戸市保育まつり実行委員
会主催）が開催され、園児や保護者など約1,200
人が参加しました。エアポリンやミニアスレチ
ックなどで元気に遊んだり、お母さんたちと絵
本を読んだり、ペンダントを作ったり、園児に
よるお呈茶もふるまわれました。 
　また、会場にはＮＨＫ「うたってゴー」でおな
じみの歌のお姉さん、あべえみこさんが登場。
会場の園児たちは、あべさんの歌やダンスに合
わせて、お母さんたちと楽しくふれあっていま
した。 

みんなで楽しく「ふれあい保育まつり」

　11月5日、生月町の大バエ灯台周辺で、「渡り
鳥の観察会」が開催され、市内外から25人が参
加しました。 
　講師に、日本野鳥の会長崎県支部の馬田勝義
氏を迎え、渡り鳥や草花、昆虫などの説明を受
けながら観察し、参加した人からは「先生の話を
聞いて、鳥の区別がつくようになった」と喜びの
声が聞かれました。当日は青空の広がる気持ち
のいい天気で、渡り鳥を観察した後、大バエ灯
台近くの草原で、弁当を食べ、大自然を満喫し
ました。 

　10月29日、東中山町で、グリーン・ツーリズ
ム推進団体「奥平戸うったまげた村」の開村の夕
べが開かれました。同団体は、奥平戸の豊かな
自然と歴史を生かし、農業体験などを通じて交
流人口を増やし地域活性化を図ろうと２年前に
設立。２年間の準備期間を経て、今回、地元や
関係者へのお披露目となりました。谷山靖浩代
表は、「今後、都会の生活に疲れた人などがこの
村を訪れ元気になってもらうような企画がしたい」
と話されました。現在、同団体では、農業体験
を加えた田舎暮らしを楽しんでもらおうと、さ
まざまな企画を準備しています。 

奥ひらどうったまげた村が開村の夕べ
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　11月12日、大島支所横広場で、第22回大島

村ふるさと祭りが行われました。園児によるお

遊戯や小中学生による合唱などのステージ発表

が行われると一斉に大島村自慢の物産品の販売に。

会場では、コシヒカリのすくいどりやサザエの

つかみどりなどのイベントも行われ、村内外か

ら訪れた約600人は、平戸牛や新米、新鮮な野菜、

魚介類などを買い求めてにぎわいました。 

　また、午後からは、演歌歌手として活躍中の尾

形大作ショーが行われ祭りに華を添えました。 

 新鮮な物産品を買い求め大にぎわい！
 
 

　11月８日、北松農業高校で、農業科学科の
生徒ら80人が古代米の脱穀作業を体験しました。
田平町には弥生時代の稲作文化の成り立ちと展
開を示す里田原遺跡があることから、歴史と古
代食文化を学ぼうと、同校では２年前から古代
米の栽培に取り組んでいます。古代米は、ビタ
ミンやミネラルが豊富で滋養強壮の作用がある
といわれており、同校では赤米、黒米、緑米の
３種類を栽培。この日、生徒たちは昔ながらの
脱穀用具「千歯こぎ」を使って、10月下旬に稲
刈りしていた緑米と黒米を、わらともみに分別
しました。 

北松農高で古代米の脱穀作業

　11月５日、木ヶ津町一帯で、「第５回木ヶ津
を描こうスケッチ大会」（木ヶ津千灯篭春まつり
実行委員会主催、村節雄会長）が行われ、地元
小中学生を中心とした児童生徒ら約50人が参加
しました。 
　木ヶ津町は平戸の藩主であった松浦家とゆか
りが深く文化的にも貴重な遺産が数多く点在し
ている自然の美しい町。参加者はそれぞれ自分
たちの気に入った風景を色彩豊かに描いていま
した。スケッチ大会が終了した後には、地元の
みなさんから手作りのカレーライスが振る舞わ
れました。 

色彩豊かに　秋の木ヶ津を描く

　11月９日、田平公園などで、「第１回老人ク
ラブ連合会軽スポーツ大会」が行われ、市内各
地区の老人クラブ40団体約300人が参加しまし
た。大会は、グラウンドゴルフ、ゲートボール、
ペタンクの３種目で行われ、爽やかな秋晴れの
下、参加したみなさんは楽しく汗を流しながら
各クラブとの交流を深めました。各競技の優勝
クラブは次のとおり。　 
【グラウンドゴルフ】　照寿会（平戸・中野地区） 
【ゲートボール】　共寿会（平戸・中部地区） 
【ペタンク】　蛍寿会（平戸・南部地区） 

軽スポーツで交流深める
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　11月13日、ライフカントリー駐車場で、市消
防本部がドクターヘリによる救急患者搬送の訓
練を行いました。ドクターヘリは、救急医療用
の医療機器などを装備しており、救急医療の専
門医と看護師が搭乗し救急現場などに出動する
専用のヘリコプターです。今年12月から大村市
の国立長崎医療センターを基地に運航が開始され、
今後、県内の救急医療の充実が期待されています。
消防本部は、「ドクターヘリとの連携を密にして、
救急患者の救命率の向上を図りたい」と、何度も
実戦さながらのシミュレーションを繰り返しま
した。 

救急医療の充実に　ドクターヘリと救急訓練

　11月17日、田平町里免の野上イネ子さんが
100歳の誕生日を迎えられ、この日、白k市長
が野上さんの自宅を訪れ、花束と記念品を贈り
ました。 
　野上さんは現在、マイペースで寝たり起きた
りして毎日を過ごされ、週２回のデイサービス
がとても楽しみなのだとか。食事は何でも食べ
るそうで、とてもお元気なご様子でした。野上
さんは「みなさん本当にありがとうございます」
と長男夫婦とともに長寿を喜びました。 

野上イネ子さん100歳おめでとう

　11月15日、平戸文化センターで、第８回市
生涯学習講演会が行われました。講師に夜回り
先生こと水谷修氏を迎え、「あした笑顔になあれ」
と題して講演。水谷さんは、「夜回り」と呼ばれ
る深夜パトロールで出会った、さまざまな問題
を持った若者との壮絶な実体験をもとに、「子
どもに美しい、優しい言葉をかけてください。
それは、子どもにとって明日を生きる活力にな
ります」と訴えました。会場には過去最多の約
1,600人が集まり、非行や薬物問題の凄まじい
実態を知り、深く考えさせられる講演会となり
ました。 

美しい、優しい言葉をかけてあげて

 日ごろの感謝を込めて園児がプレゼント 
　11月17日、勤労感謝の日を前に、愛の園保育
所の園児29人が市役所を訪問。園児の代表が「い
つも平戸市のために頑張ってくださりありがと
うございます。これからもお仕事がいっぱいあ
って大変だと思いますが、みんなが幸せになれ
るように、私たちの大好きな平戸市のために、
頑張ってください」と感謝の気持ちを伝え、手作
りの感謝状と花束を白k市長に手渡しました。
白k市長は、「今日はありがとうございました。
これからも平戸市のために頑張ります」と答え、
園児らと握手を交わしました。 
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観光産業を核に、地域の活性化と雇用の創出を目指します！ 

観光 平戸・松浦地区 人材育成プロジェクト 
　このプロジェクトは、「特産品開発」、「食・地産地消」、「もてなし」、「体験型観光」の４つの

分野における人材を育成し、地域産業の再生による雇用の創出を目的に実施しています。 

引き続き各分野で活躍する講師をお招きしますので、ぜひご参加ください。なお、受講料は無料です。 

■目玉商品・新みやげ品開発人材育成コース 
　地域の素材を生かした新たな魅力ある特産品を創出できる人材の育成を目的としたコースです。 

回 と　　　き 摘　　　　　　　　　　要 

12月17日（日）
午後３時～午後５時 
平戸文化センター 
会議室Ａ 

「これまでとは違ったチャンネルでものが動く！」 
■講　師　金丸　弘美　氏  
■内　容　開発した商品をどこで、だれに、どのように売るか、参加者同士 

意見交換を行いながら、販売促進のための情報発信、ＰＲなどに
ついて学びます。 

4

■もてなし人材育成コース
　サービス接客セミナー（個人客や外国人への対応について学ぶコースです。） 

回 と　　　き 摘　　　　　　　　　　要 

12月11日(月)
午前10時30分～正午 
平戸文化センター 
会議室Ａ 

「ホスピタリティはどうやって養われるか」  
　～脱マニュアルの実現に向けて～  
■講　師　松坂　健　教授  
■内　容　ホスピタリティは“人間対人間”の関係。“店の人対お客”ではない。
　　　　　そんなホスピタリティ精神をどう養い育てていくか考えてみる。 

3

■お問い合わせ 

　平戸・松浦地区観光人材育成協議会事務局（観光商工課内） 

　1内線２２７６　E―Mail　kankou_jinzai@city.hirado.lg.jp 

※ どなたでも参加可能ですが、参加を希望する場合、事前に申込みが必要です。 

IKITSUKI ROAD 2007IKITSUKI ROAD 2007
参加者大募集！ 

いきつきロード2007 大会 いきつきロード2007 大会 いきつきロード2007 大会 
海岸線の磯の香りを満喫しながら 
　友だちや家族と一緒に走ってみませんか？ 

平成19年２月11日（日） 

※大会に関する詳しい内容や、参加申込みにつきま 
　しては、いきつきロード実行委員会までお問い合 
　わせください。 
 
■お問い合わせ　いきつきロード実行委員会 
　　（市教育委員会生月分室内）　53－0541 
 

申込期限 12月28日（木） 
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●12月の主なもよおし●
■赤ちゃんおはなし会　12日（火）　10：30～ 
■おはなし会　毎週土曜日　 14：00～ 
■図書館を語ろう!（講演会&フリートーク） 
　　９日（土）　13：30～北部公民館大ホール 
　　※どなたでもお申込みください。 

※詳しくは図書館・各公民館等図書室へお尋ねください。 

平戸図書館 122-4017

■風が強く吹いている／三浦しをん 
■ナイチンゲールの沈黙／海堂　尊 
■ハヅキさんのこと／川上　弘美 
■四度目の氷河期／荻原　浩 
■風林火山／井上　靖 
■たった一度の人生だから／日野原重明・星野富弘 
■ラーマーヤナ　３／アショーカ・K．バンカー 
■知ることより考えること／池田　晶子 
■打ちのめされるようなすごい本／米原　万里 
■真説　鉄砲伝来／宇田川武久 
■地域よ、蘇れ！再生最前線の試み／産経新聞取材班 
■冷え性・貧血・低血圧／南雲久美子 
■一気に３品！圧力鍋おかず／牛尾　理恵 
■日本語でなまらナイト／柳川　圭子 
■イラスト会話ブック　韓国／大田垣晴子 
 

 

［12月の休館日］ 
　毎週月曜日（４日、11日、18日、25日） 
　天皇誕生日（23日・土）・年末図書整理（27日・水～） 

一
　
般
　
書 

■だるまちゃんとてんじんちゃん／加古　里子 
■いっぽくんのごめんね／とよたかずひこ 
■めんどりとこむぎつぶ／安　泰 
■サンタの最後のおくりもの／マリー＝オード・ミュライユ 
■ベスとベラ／アイリーン・ハース 
■ここが家だ／ベン・シャーン 
■きみへのとくべつなおくりもの／デイビット・ウェンゼル 
■1ねん1くみ1ばんあったか～い！／後藤　竜二 
■ふみ子の海／市川　信夫 
■虎の弟子／ローレンス・イェップ 
■スーパーパティシエ物語／輔老　心 
■ツキノワグマ／宮崎　学 
■すごい！うちでもこんな実験ができるんだ!!／米村でんじろう 
■Mr．マリックちょい魔術／Mr．マリック 
■絵本おもしろふしぎたべもの加工（全５巻）／農山漁村文化協会 
 

児
　
童
　
書 

●12月の主なもよおし●
■おはなし会（絵本・大型絵本・紙芝居など）　2日 
■映画会 　9日 
・世界の名作ビデオ絵本(23) マッチ売りの少女     
・わすれるもんか！ 
 
■クリスマス会　16日 

永田記念図書館 128-0128

■自分を生きる人たち／追分　日出子 
■しばわんこの今日は佳き日／川浦　良枝 
■センス・オブ・ワンダー／レイチェル・カーソン 
■家族のおかずで、ちょこっとアレンジ高齢食／中野佐和子 
■包丁さばきと飾り切り／辻学園　辻クッキングスクール 
■おいしいお茶の基本／世界文化社 
■すっきりきれい！シンプルクリーニング／ゆうエージェンシー 
■はじめよう！１人でできる小さなお店／西本　浩也 
■ジャズ・ピアノで楽しむ名曲クラシック／遠藤　尚美 
■ボイストレーニングでキレイになる／渡邊　瑛美 
■くらのかみ／小野不由美 
■三谷幸喜のありふれた生活５　有頂天時代／三谷　幸喜 
■ルイ―ズに訪れた恋は／ヘレン・シュルマン 　 
■火の鳥　(黎明編 )　①／手塚　治虫  
■火の鳥　(未来編 )　②／手塚　治虫  
 

小学生日記 

［12月の休館日］ 
　毎週月曜日（４日、11日、18日、25日） 
　天皇誕生日（23日・土）・年末図書整理（27日・水～） 

今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本

一
　
般
　
書 

■すべりだい／おおの麻里  
■てこてこ　てこてこ　はりねずみ／田島　征三  
■しはつでんしゃ／石橋真樹子  
■だれの　あしあと？／かつやかおり  
■クリスマスのちいさなおくりもの／山内ふじ江  
■ふみばあちゃんの　ほしがき／浜田　桂子  
■せっけん　つるりん／今井　弓子  
■バスラの図書館員－イラクで本当にあった話－／ 
　　　　　　　　　　　　　ジャネット・ウィンター  
■あめ、ゆき、あられ　くものいろいろ／かこさとし  
■ささやくかぜ　うずまくかぜ／かこさとし 
■わんぱくだんのクリスマス／末崎　茂樹 
■おでんくん　ひみつじてん／リリー・フランキー 
■はじめての英語のうた②／デイビッド・セイン 
■総理大臣の頭脳　悪魔の校長シリーズ②／ジリアン・クロス 
■ジェインのもうふ／アーサー・ミラー 

児
　
童
　
書 

著　者／ｈａｎａｅ＊ 
出版社／プレビジョン 
 　この本は、著者が小学生のとき

にかかれたものです。等身大の小
学生の目から見た、兄やクラスメ
イト母・祖父・祖母。新たな発見
がある一冊です。中学３年生にな
って書かれた本｢本を読む私｣も、
お薦めです。 

　深刻になっているイノシシによる
農作物被害。猪突猛進のイメージが
強いイノシシだが、実はとても臆病
で怖がりな動物である。イノシシの
素顔をあばきながら、その行動パタ
ーンから得られる防除のヒント・極
意を紹介 

　ターシャ・テューダー初期の佳
作を集めたシリーズ。セサニーと
ナンシーは普通の人形ではありま
せん。大きな家には何でもそろっ
ていて、毎年クリスマスにはびっ
くりするぐらいすてきなパーティ
を開いてもらえるのです。 

ぶんぶくマッサージ 
チェアー 

今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本

絵／篠崎　三朗 
出版社／くもん出版 

　この絵本は、作者宮葉唯が小
学２年生のときにかいた物語を
もとに作られました。｢ぶんぶ
くちゃがま｣で有名なたぬきの
孫たぬきが主人公という設定で
す。後半は胸がほっこりとし、
やさしい気持ちになります。 

イノシシから田畑を守る 今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本 著者名／江口　祐輔 

出版社／農山漁村文化協会 
 

人形たちのクリスマス 今月の
おすすめ
本

今月の
おすすめ
本

著者名／ターシャ・テューダー 
            内藤里永子　訳 
出版社／メディアファクトリー 
 

（各土曜日・各14：00～）

※ゆめホールの大スクリーンにて上映しています。 
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新着図書紹介 このほかたくさんの 
新着図書があります!!

みんなの図書館 みんなの図書館 
としょかん 



     

　
年
末
年
始
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
な

ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
な
り
ま

す
。 

　
お
酒
を
飲
む
時
、
自
分
の
適
量
に
と

ど
め
、
肝
臓
に
負
担
を
か
け
な
い
飲
み

方
を
し
て
い
ま
す
か
？
肝
臓
で
の
ア
ル

コ
ー
ル
分
解
速
度
は
体
重
１
㎏
当
た
り

１
時
間
経
過
で
約
０
・
１
ｇ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
日
本
酒
１
合
に
ア
ル
コ
ー

ル
は
約
20
ｇ
含
ま
れ
て
お
り
、
一
般
に

体
重
60
㎏
の
男
性
の
場
合
、
こ
れ
を
分

解
す
る
に
は
３
〜
４
時
間
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
以
上
の
日
本
酒
を
飲
む
と
翌
朝
ま

で
分
解
さ
れ
ず
二
日
酔
い
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
を
多
量
に
摂
る

と
、
余
分
な
中
性
脂
肪
が
肝
臓
に
た
ま

っ
て
脂
肪
肝
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
多
量

飲
酒
を
続
け
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

炎
、
肝
硬
変
へ
と
進
行
す
る
可
能
性
が

高
く
な
っ
た
り
、
精
神
的
に
は
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
認
知

症
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
成
年
の
飲
酒
は
成
人
と
比

べ
心
身
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
た
め

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

　
適
量
の
目
安
は
、
男
性
で
ビ
ー
ル
中

ビ
ン
１
本
、
日
本
酒
１
合
、
焼
酎
半
合
、

ウ
ィ
ス
キ
ー
ダ
ブ
ル
１
杯
で
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
健
康
医
学
協
会
で
示
し
て
い
る

適
性
飲
酒
10
か
条
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
す
。 

 

「
適
正
飲
酒
10
か
条
」 

１
　「
笑
い
な
が
ら
と
も
に 

　
　
　
　
　
　
楽
し
く
飲
も
う
。」 

２
　「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
。」 

３
　「
食
べ
な
が
ら
飲
む
習
慣
を
。」 

４
　「
自
分
の
適
量
に
と
ど
め
よ
う
。」 

５
　「
週
に
２
日
は
休
肝
日
を
。」 

６
　「
人
に
酒
の
無
理
強
い
を
し
な
い
。」 

７
　「
薬
と
一
緒
に
は
飲
ま
な
い
。」 

８
　「
強
い
ア
ル
コ
ー
ル
は
薄
め
て
。」 

９
　「
遅
く
て
も
夜
12
時
で 

　
　
　
　
　
　
切
り
上
げ
よ
う
。」 

10
　「
肝
臓
な
ど
の
定
期
的
検
査
を
。」 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
参
考
に『
沈
黙
の

臓
器
・
肝
臓
』を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

   
　
現
在
、
介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
ほ

と
ん
ど
の
人
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
頼

ん
で
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
法
律（
介
護
保
険
法
施
行

規
則
第
83
条
の
９
第
１
号
ニ
）で
は
、

利
用
者
や
家
族
が
立
て
る
こ
と
も
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
12
年
３
月
ま

で
は
、
高
齢
者
福
祉
の
す
べ
て
の
サ
ー

ビ
ス
が
税
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
て
、
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
も
量
も
行
政
に

決
め
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
介
護

保
険
は
保
険
料
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
も

利
用
者
が
一
部
負
担
す
る
と
い
う
、
こ

れ
ま
で
に
な
い
契
約
制
度
に
変
わ
り
ま

し
た
。
自
己
負
担
が
あ
る
代
わ
り
に
、

自
分
で
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
自
由
と
そ
れ

に
伴
う
責
任
も
利
用
者
に
か
か
る
こ
と

に
な
り
、
多
少
の
知
識
と
気
力
さ
え
あ

れ
ば
自
分
で
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

　
介
護
保
険
を
利
用
す
る
時
に
は
、
あ

ら
か
じ
め
翌
月
に
使
う
サ
ー
ビ
ス
を
予

約
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ケ
ア

プ
ラ
ン
は
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
注
文
票
で

す
。
プ
ラ
ン
を
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
、

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
、

ど
の
事
業
所
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
の
時

間
受
け
る
か
を
考
え
、
利
用
者
と
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
の
間
を
調
整

し
て
、
さ
ら
に
利
用
料
の
管
理
を
行
う

こ
と
で
す
。 

  

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
自
己
作 

成
す
る
旨
届
け
出
て
、
提
出
書
類
を

も
ら
う
。 

②
関
係
者
や
専
門
家
と
十
分
に
相
談
・ 

検
討
し
な
が
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成

す
る
。 

③
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
選
ん
で
直
接
依 

　
頼
・
契
約
す
る
。 

④
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
書
き
込
ん
だ
書
類
を 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し

て
も
ら
う
。 

⑤
サ
ー
ビ
ス
開
始
後
は
事
業
者
と
密
に 

連
絡
調
整
し
て
意
思
疎
通
を
図
り
、

本
人
の
意
思
に
沿
っ
た
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
る
。 

　
利
用
者
や
そ
の
家
族
で
話
し
合
い
な

が
ら
、
そ
の
家
庭
に
あ
っ
た
プ
ラ
ン
を

作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？
最
初

は
、
大
変
な
部
分
も
当
然
あ
り
ま
す
が
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い
合 

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

お
問
い
合
わ
せ
　
平
戸
市
地
域
包
括
支  

援
セ
ン
タ
ー
（
1
28-

１
５
０
０
）へ 

『
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を 

自
分
で
作
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
』 

 

●保健師だより● 

サン･ケア平戸 
保健師　鴨川祐喜子 

『適度な飲酒を 
心がけましょう』 

▼
ケ
ア
プ
ラ
ン
っ
て
何
？ 

▼
自
己
作
成
す
る
に
は
、 

　
ま
ず
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？ 
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サン・ケア平戸通信 サン・ケア平戸通信 
■平戸市保健センター（サン・ケア平戸）  

  128－1000　 
■生月支所市民生活課福祉保健班 

  153－2111
■田平町福祉保健センター 

  157－0977
■大島支所市民生活課福祉保健班 

  155－2511



Vol.14

■名　　称　甲子夜話 

■種　　別　県指定文化財 

■指定年月日　平成17年3月25日 

■所　有　者　松浦史料博物館 

■所　在　地　平戸市鏡川町 

文化財ＤＡＴA

■名　　称　山鹿素行著述稿本類 

■種　　別　国指定重要文化財 

■指定年月日　昭和56年６月９日 

■所　有　者　個人蔵 

■所　在　地　平戸市 

文化財ＤＡＴA

　
第
29
代
鎮
信（
天
祥
）は
、
江
戸
滞
在

中
に
受
け
た
山
鹿
素
行
の
講
義
に
感
心

し
、
平
戸
に
迎
え
た
い
と
願
っ
て
い
ま

し
た
が
、
素
行
本
人
の
来
平
は
か
な
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
山
鹿
素
行

の
弟
、
さ
ら
に
は
孫
の
高
道
が
平
戸
藩

藩
臣
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
り
１
７
４
４

年
、「
中
朝
事
実
」「
治
教
要
録
」な
ど
素

行
本
人
の
著
述
類
は
平
戸
へ
運
ば
れ
、

積
徳
堂
な
ど
に
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
１
２
０
年
間

平
戸
藩
に
お
け
る
学
問（
兵
学
）の
中
心

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
松
下
村
塾

を
主
宰
し
幕
末
勤
王
の
志
士
を
数
多
く

輩
出
し
た
吉
田
松
陰
も
山
鹿
流
兵
学
を

学
ぼ
う
と
平
戸
を
訪
れ
て
い
ま
す
。 

            

    

　
第
34
代
清（
静
山
）は
、
学
問
を
奨
励

し
た
大
名
と
し
て
知
ら
れ
、
隠
居
後
は

江
戸
に
滞
在
し
、
江
戸
幕
府
大
学
頭
林

述
斎
と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。
彼
の
勧

め
に
よ
り
、
文
政
４
年（
１
８
２
１
）霜

月
甲
子
の
夜
よ
り
原
稿
を
起
こ
し
た
と

さ
れ
、
こ
れ
を
と
っ
て
同
書
の
表
題
が

付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
保

12
年（
１
８
４
１
）に
82
歳
で
没
す
る
ま

で
、
２
７
８
冊
、
約
７
０
０
０
項
目
に

つ
い
て
書
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

　
静
山
直
筆
に
よ
る
正
本
は
所
在
不
明

で
す
が
、
第
35
代
熈
（
観
中
）
に
よ
る

副
本
が
嘉
永
６
年
（
１
８
５
８
）
に
完

成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
り
、

こ
れ
が
現
在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

副
本
に
つ
い
て
も
14
冊
欠
損
が
見
ら
れ

る
た
め
、
こ
れ
を
補
う
た
め
写
本
を
含

め
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
内
容
は
当
時
の
社
会
情
勢
、
風
俗
、

地
理
、
狐
狸
妖
怪
ま
で
広
範
囲
に
お
よ

び
、
挿
図
も
極
彩
色
に
富
み
数
多
く
描

か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。 

 

▲山鹿素行著述稿本類 

ち
ょ
じ
ゅ
つ
こ
う 

ほ
ん  

る
い 

ひ
ろ
む 

か
ん
ち
ゅ
う 

山
鹿
素
行 

　
著
述
稿
本
類 

国
指
定
重
要
文
化
財 

甲
子
夜
話 

　（
副
本
・
写
本
） 

県
指
定
文
化
財 

そ
　
こ
う 

や
ま
　
が 

か
っ    

し
　
や

　

わ 

き
よ
し 

せ
い
ざ
ん 

ば
や
し 

じ
ゅ
つ
さ
い 

こ
　
り 

よ
う
か
い 

甲子夜話（副本・写本） 

し
げ
の
ぶ 

て
ん
し
ょ
う 

ち
ゅ
う
ち
ょ
う
じ
じ
つ 

ち
き
ょ
う
よ
う
ろ
く 

せ
き
と
く
ど
う 
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「安心」は国民年金に加入することから！ 
■保険福祉課国保年金班（1内線2591）■佐世保社会保険事務所（10956-34-1141） 

！ 年金 年金 
おしえて 

年金 
おしえて 

Hoi!Hひらど ひらど 
oi!

　 

■今月のオランダ語ワンポイントレッスン 
Cadeautje（カドーチィェ）＝プレゼント・kerstmis（ケルストミス）＝クリスマス 

　多くの国では、12月はク

リスマスの月です。 

　でも、オランダには12月

初旬に、クリスマスとは別に

子どもがとても楽しみにして

いる祭りがあります。それは

Sinterklaas（セィンテルクラ

ース）の祭りです。 
 

国際交流員 

イムケ・シモニスさん 

○公的年金制度は社会全体で老後を支える仕組み 

　現役時代から老後までの長期間には、予測不可能なことがいろいろあります。国民年金など

の公的年金は、誰にとってもやがて訪れる老後の生活保障の不確定要因を解消する第一の方法

です。 

　老齢基礎年金受給開始年齢である65歳時の平均余命

は男性が18.11年、女性は23.16年となっています。こ

の長い老後生活の保障を社会全体で支える仕組みが国

民年金などの公的年金制度で高齢者世帯の年間所得の

約７割を占めています。しかも、国民年金は老後だけ

ではなく、病気やけがで障害が残り、働けなくなった

ときの障害年金や、万一亡くなられたときの遺族（子ど

もがいる場合）保障もあります。 

　「今」と「老後」の「安心」は、国民年金に加入し、保険

料を納付することから始まります。 

 

　Sinterklaasとは、ニコラス聖の祭りです。1500年以上前に
南ヨーロッパに生きていたニコラス聖は子どもを守る聖であり、
命日の前夜に子どもたちがニコラス聖からプレゼントをもら
います。実は、アメリカなどのサンタ・クロースも、ニコラ
ス聖のひとつの形です。アメリカでのサンタ・クロースはク
リスマスの時にプレゼントをあげる人ですが、オランダでは、
Sinterklaasの日とクリスマスは別々の祭りです。ですから、オ
ランダではクリスマスにプレゼントをもらわないのです。 
　大人もSinterklaasを楽しみにして、12月５日に家族、親戚や
友だちにプレゼントを渡したりもらったりします。プレゼン
トの中で一番楽しみなのは「サルプリーズ」のプレゼントです。
「サルプリーズ」とは思いがけない贈り物という意味です。包
装は手作りで、もらう人のイメージに合った包装でなければ
なりません。例えば、サッカーが大好きな人には、プレゼン
トをサッカーに関係がある包装に
入れたり、運転免許証をとったば
かりの人には車をかたどった包装
をしてプレゼントを入れます。　　　 
　Sinterklaasの日のプレゼントは中
身よりも、その人のために一生懸
命に作られた包装が大切なのです。 
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■お問い合わせ　文化振興課和蘭商館復元推進班（1内線2635） 

平戸オランダ商館風説書 

▲平成12年に商館跡地に設置された模型で、 
　その後確認された外付け階段などがあり 
　ません。 

～国土（地籍）調査実施中～ 
 

◎国土（地籍）調査に関するお問い合わせ 
　建設課国土調査推進室　1内線２２0４ 

　今年度から平戸地区の国土（地籍）調査を国土

調査法に基づき実施しています。生月、田平、大

島地区については、すでに完了していますが、平

戸地区は未実施でした。計画では、度島地区を４

年間で終了し、以降北部地区より着手する予定

です。 

　今年度実施している度島第１地区の「一筆地

調査」も土地所有者および地元推進員など関係

者のみなさんのご協力により順調に進み、調査

面積0.57㎞2642筆の境界立会いが行われました。 

　地籍調査で重要なのは、土地の所有者と隣接

土地所有者などの協力により現地立会いを行い、

境界を確認する「一筆地調査」です。そのためにも、

事前に隣接土地所有者との境界の確認、境界の

雑木などの伐採が重要です。市民のみなさんの

ご理解とご協力をお願いします。 

 

▲度島地区の一筆地調査の様子 

あなたの土地を再確認・大切な財産をまもりましょう 

 

令のひとつの要因となったのです令のひとつの要因となったのです。 

 

　市では、現在、平戸オランダ商館が築造した洋風石造倉庫の復元に取り組んでいます。 

　ところで、平戸オランダ商館はなぜこのような大きな倉庫を建設したのでしょうか。それは増大

する貿易に対処するためであったといえます。設置当初の平戸オランダ商館の貿易量はそれほど多

くはありませんでした。 

　しかし、1630年代後半から幕府がすすめた、いわゆる鎖国政策の結果、日本人の海外渡航が禁

止され、1639年にはポルトガル船の来航が禁止されます。これにより当時輸入に頼っていた必需

品（主に反物類）を国内に持ち込むためにオランダ船の役割が大きくなり、平戸オランダ商館の貿易

量が増大します。出島時代も含めてオランダ商館の貿易量が最も多かったのは、正にこの時期だっ

たのです。 

　こうした状況から、平戸オランダ商館では商品を保管するために1610年代に建てた古い倉庫を

取り壊し、大きくて頑丈な石造倉庫を築造します。 

　しかし、1639年に完成したこの倉庫は、当時の日

本人の目には非常に奇異な、あるいは日本の建築から

は懸け離れた建物として写ったようで、これが破壊命

令のひとつの要因となったのです。 
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収
集
日
の
確
認
を
！ 

年
末
年
始
の「
ご
み
・
し
尿
収
集
」 

市
民
課
環
境
交
通
班 

1
内
線
２
５
２
８ 

問 

     

　
年
末
年
始
の
ご
み
・
し
尿
収
集
は
、

下
表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。
特
に
12
月

29
日
・
30
日
お
よ
び
１
月
４
日
・
５
日

に
収
集
日
に
な
っ
て
い
る
地
域
は
、「
決

め
ら
れ
た
収
集
時
間
」ま
で
に
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
12

月
30
日
の「
決
め
ら
れ
た
収
集
時
間
」以

降
１
月
３
日
ま
で
は
、
各
地
区
の
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
み
を
出
さ
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
粗
大
ご
み（
平
戸

地
区
の
み
）お
よ
び
し
尿
は
、
決
め
ら

れ
た
期
日
ま
で
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
現
在「
警
告
ス
テ
ッ
カ
ー
」が
貼
ら

れ
て
い
る
ご
み
袋
は
、
各
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
利
用
者
の
責
任
で
12
月
15
日
ま
で
に

再
分
別
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

『
北
松
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
願
い
』 

①「
燃
え
る
ご
み
」に
は
、
金
属
類
を
混

入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

②「
飲
料
用
の
か
ん
」「
び
ん
」「
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
」は
、
蓋
を
外
し
中
味
を
空
に
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
タ
バ
コ
の

吸
い
殻
な
ど
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

平戸市からのおしらせ 
Information from Hirado City

12月22日 
12月23日 
12月24日 
12月25日 
12月26日 

12月27日 

12月28日 

12月29日 

　 
12月30日 

 
12月31日 
1月  1日 
1月  2日 
1月  3日 

1月  4日 

1月  5日 

1月  6日 

金 
祝・土 
日 
月 
火 

水 

木 

金 

 
土 
 
日 
月 
火 
水 

木 

金 

土 

月日 

地区名 地　域　名 業　　者　　名 電話番号 予　　約　　締　　切 収集の種類 

曜日 燃えるごみ 
生ごみ 資源ごみ等 

燃えるごみ 
生ごみ 資源ごみ等 

平戸地区 生月地区 

燃えるごみ 資源ごみ等 燃えるごみ 不燃ごみ 

田平地区 大島地区 北松北部 
クリーンセンター 
個人持込 

大島村 
クリーンセンター 
個人持込 

平常収集 

休　み 
 
 
 

平常収集 
 
 

全地区 
収　集 
 
 

休　み 
 

月・木 
地区収集 
火・金 
地区収集 
休み 

平常収集 

休　み 

 

平常収集 
 
 

全地区 
収　集 
 
 
 

休　み 
 

全地区 
収　集 

平常収集 

休み 

平常収集 

休　み 

 
 
 

平常収集 
 
 

　 
　 
 
 

休　み 
 

 
 

 

 

平常収集 

休　み 
 
 
 

平常収集 
 
 

　 
　 
 
 

休　み 
 

 

平常収集 

休み 

平常収集 

休　み 

 

平常収集 
 
 

　 
　 
 

休　み 
 

 

 

 

平常収集 

休み 

 
 

休　み 
平常収集 
 
 
 

平常収集 
 
 

　 
　 
 

休　み 
 

全地区 
収　集 
 

 
 

休　み 
 
 

的　山 
大根坂 
 

　 
　 
 

 
 

休　み 
 

全地区 
収　集 
 

受入可 
休　み 
 
 

受入可 
 
 

受入可 
※生ごみは午後３時まで 
受入可 

※午後３時まで 
(生ごみは不可） 

 

休　み 
 
 
 

受入可 
 

休み 

 
受入可 

休　み 
 
 
 
 

受入可 
 
 
 
 
 
 

休　み 
 
 
 

受入可 

平常収集 

休　み 

 

平常収集 
 
 

　 
　 
 
 

休　み 
 

 

 

 

◎年末・年始ごみ収集カレンダー 

◎一般廃棄物収集許可業者一覧（事業系を除く） 

浄　化　槽　汚　泥　収　集 

浄　化　槽　汚　泥　収　集  

浄　化　槽　汚　泥　収　集  

浄　化　槽　汚　泥　収　集  

し　尿　処　理 

し　　　　尿　　　　処　　　　理 

し　尿　処　理 

し　尿　処　理 

粗　大　ご　み 

北 部 地 域  
中 部 地 域  
南 部 地 域  
度 島 地 域  

北 部 地 域  

中 部 地 域  
南 部 地 域  
度 島 地 域  
  
 　　　　　 
生 月 地 域  
山 田 地 域  
 
  
 
 
 
 
 
前平・西宇戸・的山 

㈲平戸清掃 
中部清掃㈲平田 
谷山清掃 
赤木衛生設備 
㈲平戸衛生サービス 
下道清掃 
八木原清掃 
藤島清掃 
赤木衛生設備 
㈲鶴丸設備 
㈲松尾設備 
㈲生月衛生社 
生月清掃事業所 
㈲生月衛生社 
生月清掃事業所 

㈲新北松衛生社 

㈲新北松衛生社 
㈲吉田環境衛生設備工業 

大島村クリーンセンター 

㈲鶴丸設備 

123-2210 
128-2114 
127-0030 
125-2310 
122-2497 
122-2573 
128-1048 
127-0055 
125-2310 
123-3629 
122-3351 
153-2282 
153-0214 
153-2282 
153-0214 

10956-65-2766 

10956-65-2766 
10956-76-2351 

155-2007 

123-3629

12月１日（金）～12月12日（火）までの間予約を受け付けます。 
12月13日（水）～12月22日（金）までの間予約を受け付けます。 

12月30日（土）～1月4日（木）までの間休みです。 
12月29日（金）午後～1月4日（木）までの間休みです。 

12月12日（火）までに予約が必要です。 
１月４日（木）から平常収集となります。 

12月30日（土）～1月3日（水）までの間休 
みです。 

12月20日（水）までに予約が必要です。 
１月５日（金）から平常収集となります。 

12月28日（木）まで受け付けます。 
１月５日（金）から平常収集となります。 

平戸地区 

生月地区 

田平地区 

大島地区 

1／8（月）か 
ら平常収集 

1／9（火）か 
ら平常収集 

全地区 
収　集 

全地区 
収　集 

12月30日（土）～１月３日（水）までの間休みです。 

神 浦・大 根 坂  
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シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど 

1
23
‐
８
３
５
１ 

問 

「
高
齢
者
と
住
宅
火
災
」 

 

消
防
本
部
予
防
課 

1
22
‐
３
１
６
７ 

問 

企
画
課
地
域
振
興
班 

1
内
線
２
３
３
７ 

広
報
ひ
ら
ど
に
関
す
る
ア 

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！ 

問 

農
委
事
務
局
農
地
班 

1
内
線
２
６
５
４ 

「
集
落
営
農
研
修
会
」の 

ご
案
内 

問 

申 

農
委
事
務
局
総
務
班 

1
内
線
２
６
５
３ 

「
農
業
者
年
金
」に 

　
加
入
し
ま
せ
ん
か
？ 

 

問 

 
     

　「
広
報
ひ
ら
ど
」11
月
号
に
て
お
願
い

し
て
い
ま
す「
広
報
ひ
ら
ど
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」の
提
出
期
限
が
迫
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
ま
だ
２
０
０
枚
程
度

し
か
回
収
で
き
て
い
ま
せ
ん
。 

　
今
後
、
効
率
的
で
効
果
的
な
紙
面
づ

く
り
を
し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

○
ア
ン
ケ
ー
ト
提
出
締
切
日 

　
12
月
10
日（
日
） 

※
締
切
日
ま
で
は
、
切
手
不
要
で
す
。 

※
締
切
日
以
降
は
、
企
画
課
地
域
振
興

班
、
ま
た
は
各
支
所
総
務
企
画
課
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
に
公

表
す
る
予
定
で
す
。 

     

　
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
農
地
の
耕
作
放

棄
地
が
拡
大
し
、
農
業
・
農
村
の
衰
退

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
農
業
政

策
も
個
々
の
農
家
か
ら
農
地
の
集
約
化
、

集
落
営
農
化
に
転
向
し
て
い
ま
す
。 

　
研
修
会
で
は
、
集
落
営
農
に
関
す
る

講
演
と
質
疑
応
答
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

○
と
　
き
　
12
月
20
日（
水
）午
後
３
時
〜 

○
と
こ
ろ
　
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー 

     

　
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
は
ど
な
た

で
も
加
入
で
き
ま
す
。 

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の
老

後
の
安
定
と
担
い
手
の
育
成
・
確
保
を

目
的
と
し
、
少
子
高
齢
化
に
即
応
し
た

農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金
で
す
。
農

業
者
が
積
み
立
て
た
原
資
と
そ
の
運
用

益
に
よ
り
生
涯
に
わ
た
り
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
担
い
手
で
あ
る
認
定
農
業

者
な
ど
に
対
し
て
は
、
唯
一
国
か
ら
保

険
料
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

○
農
業
者
年
金
の
加
入
資
格
　
①
国
民

年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
、
②
60
歳
未

満
の
人
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
し
て
い
る
人 

※
詳
し
く
は
、
地
区
農
業
委
員
、
農
業

委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

▼
日
曜
日
の
営
業
時
間
を
変
更
し
ま
す 

○
利
用
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

○
期
　
　
間
　
12
月
〜
３
月 

▼
年
末
年
始
の
休
館
日 

　
12
月
29
日（
金
）〜
１
月
１
日（
月
） 

▼
第
４
期
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
の 

　
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。 

【
小
学
生
コ
ー
ス
】 

○
月
・
水
・
木
・
金
曜
日（
各
１
時
間
） 

　
午
後
４
時
30
分
〜
・
午
後
５
時
45
分
〜 

○
土
曜
日（
各
１
時
間
） 

　
午
前
11
時
〜
・
午
後
１
時
〜
・
午
後

　
２
時
15
分
〜
・
午
後
３
時
30
分
〜 

※
時
間
・
曜
日
の
選
択
は
自
由
で
す
。 

※
先
着
順
・
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
ら
せ
て
頂
き
ま
す
。 

【
マ
ス
タ
ー
ズ
コ
ー
ス（
18
歳
以
上
）】 

○
対
　
象
　
25
ｍ
泳
げ
な
い
人 

○
と
　
き
　
毎
週
金
曜
日
・
午
後
７
時

　
30
分
〜
午
後
８
時
30
分 

○
定
　
員
　
15
人 

○
期
　
間
　
第
１
期（
４
月
〜
６
月
）・ 

　
第
２
期（
７
月
〜
９
月
）・
第
３
期（
10

　
〜
12
月
）・
第
４
期（
12
月
〜
３
月
） 

※
申
込
み
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。 

※
詳
し
く
は
、
シ
ー
ラ
イ
フ
ひ
ら
ど
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

    

　
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者（
放
火
・
自

殺
者
を
除
く
）を
年
齢
別
に
み
る
と
高

齢
者
に
な
る
ほ
ど
多
く
の
人
が
亡
く
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
高
齢

者
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
の
工
夫
が
ぜ

ひ
必
要
で
す
。 

「
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る 

　
　
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
」 

「
３
つ
の
習
慣
」 

１
、
寝
タ
バ
コ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

２
、
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。 

３
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。 

「
４
つ
の
対
策
」 

１
、
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

２
、
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
火
製
品
を

使
用
す
る
。 

３
、
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。 

４
、
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
り
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。 
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「
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
」の 

入
居
者
募
集
の
ご
案
内 

都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班 

1
内
線
２
２
８
４
 

問 

 

児
童
虐
待
の
早
期
発
見
に 

ご
協
力
を 福

祉
事
務
所
児
童
福
祉
班 

1
内
線
２
５
７
２ 

問 

農
林
課
畜
産
班 

1
内
線
２
２
５
７ 

平
成
18
年
度
狩
猟
免
許
試
験 

(

追
加
試
験)

の
お
知
ら
せ 

問 

企
画
課
地
域
振
興
班 

1
内
線
２
３
３
５ 

青
少
年
日
蘭
交
流
事
業 

(

少
年
サ
ッ
カ
ー)

　 

写
真
展
の
お
知
ら
せ 

問 

 

     

　
平
戸
市
で
管
理
し
て
い
る
特
定
公
共

賃
貸
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は
、
所
得
制
限

に
よ
っ
て
他
の
市
営
住
宅
に
入
居
で
き

な
い
世
帯
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
住
宅

で
す
。
入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込

書
に
添
付
書
類
を
添
え
て
、
都
市
計
画

課
、
ま
た
は
各
支
所
建
設
課
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

○
募
集
戸
数
　
４
戸 

・
生
月
地
区
２
戸 

　
　
み
な
み
ヶ
丘
団
地
　
１
戸 

　
　
小
田
之
平
団
地
Ａ
棟
　
１
戸 

・
田
平
地
区
２
戸 

　
　
日
の
浦
団
地
　
２
戸 

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

○
提
出
期
限
　
12
月
15
日（
金
） 

※
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

○
申
込
資
格
　
原
則
と
し
て
、
次
の
全

て
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。 

①
現
に
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
こ
と
。 

②
収
入
が
基
準
内
で
あ
る
こ
と
。 

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。 

○
添
付
書
類
　 

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所

得
証
明
書 

②
納
税
証
明
書 

③
住
民
票 

○
選
考
方
法
　
募
集
戸
数
を
超
え
る
応

募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
抽
選
で
入
居
者

を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
該
当
者
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

     

　
児
童
虐
待
と
は
、
身
体
的
虐
待
や
性

的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト（
※
）、
心
理
的

虐
待
な
ど
と
い
っ
た
行
為
を
指
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
行
為
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
発
達
を
阻
害
す
る
と
と
も
に
、
次

の
世
代
へ
虐
待
の
連
鎖
と
し
て
つ
な
が

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
虐
待
を
受
け
て
い
る
子

ど
も
た
ち
の
多
く
は
、
不
自
然
な
傷
や

打
撲
の
あ
と
、
着
衣
や
髪
の
毛
が
い
つ

も
汚
れ
て
い
る
、
表
情
が
乏
し
い
、
お

ど
お
ど
し
て
い
る
、
落
ち
着
き
が
な
く
、

乱
暴
に
な
る
、
な
ど
の
サ
イ
ン
を
送
っ

て
い
ま
す
。 

　
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡

や
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。
あ
な
た
の

「
も
し
や
？
」が
子
ど
も
た
ち
を
救
い
ま

す
。 

【
用
語
解
説
】 

「
ネ
グ
レ
ク
ト
」 

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え
な

　
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
保
護
者

　
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待
を
放
置

　
す
る
、
自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

　
な
ど
を
指
し
ま
す
。 

     

　
狩
猟
免
許
試
験(

追
加
試
験)

が
実
施

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ
て
、
狩
猟
免

許
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
狩
猟
免
許
講
習
会
】 

○
と
　
き
　
平
成
19
年
２
月
18
日（
日
） 

○
と
こ
ろ
　
山
澄
地
区
公
民
館 

　
　
　
　
　（
佐
世
保
市
潮
見
町
） 

○
受
講
料
　
１
万
円 

○
受
付
期
限
　
２
月
２
日（
金
） 

【
狩
猟
免
許
試
験
】 

○
試
験
の
種
別
　
わ
な
特
区
免
許 

○
と
　
き
　
平
成
19
年
２
月
24
日（
土
） 

○
と
こ
ろ
　
佐
世
保
市
技
能
会
館 

　
　
　
　
　（
佐
世
保
市
干
尽
町
） 

○
受
付
期
間
　
平
成
19
年
１
月
15
日（
月
）

　
〜
２
月
２
日（
金
） 

      

　
今
年
８
月
17
日
か
ら
８
月
24
日
ま

で
の
間
、
オ
ラ
ン
ダ
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ

ケ
ル
ハ
ウ
ト
市
で
実
施
さ
れ
た「
青
少

年
日
蘭
交
流
事
業（
少
年
サ
ッ
カ
ー
）」

の
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。
写
真
の

ほ
か
報
告
書（
派
遣
選
手
、
保
護
者
の

感
想
文
）も
展
示
し
ま
す
。
楽
し
い
交

流
の
模
様
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

○
写
真
展
日
程 

北
部
公
民
館
　 

　
12
月
８
日（
金
）〜
12
月
13
日（
水
） 

中
部
公
民
館 

　
12
月
15
日（
金
）〜
12
月
20
日（
水
） 

南
部
公
民
館 

　
12
月
22
日（
金
）〜
12
月
27
日（
水
） 

生
月
町
中
央
公
民
館 

　
平
成
19
年
１
月
５
日（
金
）〜
１
月  
10   

　
日（
水
） 

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
１
月
12
日（
金
）〜
１
月
17
日（
水
） 

大
島
村
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

　
１
月
19
日（
金
）〜
１
月
24
日（
水
） 
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問 

第
４
回
長
崎
県
ね
ん
り
ん 

ピ
ッ
ク
参
加
者
募
集 

 
(

財)

長
崎
県
す
こ
や
か
長
寿
財
団 

健
康
生
き
が
い
推
進
課 

1
０
９
５
‐
８
４
７
‐
５
２
１
２
 

問 

 

 

平
戸
税
務
署
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ 

平
戸
税
務
署 

1
23
‐
２
１
３
１ 

問 

「
放
送
大
学
」平
成
19
年
度 

第
１
学
期
学
生
募
集 

放
送
大
学
長
崎
学
習
セ
ン
タ
ー 

1
０
９
５
‐
８
１
３
‐
１
３
１
７ 

      

　「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」は
、
県
内
の
高
齢

者
が
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
活
動
を
通
じ
て
、

健
康
の
保
持
・
増
進
と
生
き
が
い
の
高
揚

を
図
り
、
相
互
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と

に
よ
り
明
る
い
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会（
18
種
目
）】 

○
総
合
開
会
式 

▼
と
　
き
　
平
成
19
年
５
月
12
日（
土
） 

▼
と
こ
ろ
　
県
立
総
合
運
動
公
園（
諫
早

　
市
） 

○
個
人
種
目
　
卓
球
・
テ
ニ
ス
・
ソ
フ
ト 

テ
ニ
ス
・
マ
ラ
ソ
ン
・
弓
道
・
剣
道
・

水
泳
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ

ー
ド
ゴ
ル
フ 

○
団
体
種
目
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
ゲ
ー
ト 

ボ
ー
ル
・
ペ
タ
ン
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
・
太
極
拳
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
サ
ッ
カ
ー
・
わ
の
わ
リ
ン
グ
・
ロ

ー
ン
ボ
ウ
ル
ス 

○
参
加
資
格
者
　
県
内
に
居
住
す
る
60
歳 

以
上（
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前
生
ま

れ
）の
人 

○
参
加
料
　
一
人
当
た
り
　
５
０
０
円 

○
申
込
締
切
日
　
平
成
19
年
２
月
23
日（
金
） 

【
文
化
交
流
大
会（
２
種
目
）】 

「
ふ
れ
あ
い
囲
碁
交
流
大
会
」 

○
と
　
き
　
平
成
19
年
５
月
26
日（
土
） 

○
と
こ
ろ
　
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
長

　
崎
市
） 

○
参
加
資
格
者
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上 

（
昭
和
23
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）お

よ
び
15
歳
以
下
の
ア
マ
チ
ュ
ア
愛
好
者 

「
ふ
れ
あ
い
三
世
代
交
流
将
棋
大
会
」 

○
と
　
き
　
平
成
19
年
５
月
20
日（
日
） 

○
と
こ
ろ
　
小
浜
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
雲

　
仙
市
） 

○
参
加
資
格
　
県
内
在
住
の
ア
マ
チ
ュ
ア

　
愛
好
者 

※
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
参
加
料
　
１
千
円（
弁
当
代
を
含
む
） 

○
申
込
締
切
日
　
平
成
19
年
３
月
30
日（
金
） 

【
高
齢
者
生
き
が
い
作
品
展
】 

○
と
　
き
　
平
成
19
年
５
月
25
日（
金
）〜

　
５
月
27
日（
日
） 

○
と
こ
ろ
　
長
崎
県
美
術
館（
長
崎
市
・
予

　
定
） 

○
参
加
資
格
　
県
内
在
住
の
60
歳
以
上（
昭 

和
23
年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）の
ア

マ
チ
ュ
ア 

○
出
品
料
　
無
料 

※
た
だ
し
、作
品
の
搬
入
・
搬
出
に
要
す
る

　
費
用
は
、出
品
者
負
担 

○
申
込
締
切
日
　
平
成
19
年
３
月
31
日（
土
） 

※「
長
崎
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」に
関
す
る 

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
保
険

福
祉
課
長
寿
福
祉
班（
1
内
線
２
５
８

６
）で
も
受
け
付
け
ま
す
。 

     

　
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
、
確
定

申
告
に
よ
る
納
付
だ
け
で
な
く
、
直
前
の

課
税
期
間
の
消
費
税
額
に
応
じ
て
中
間
申

告
に
よ
る
納
付
も
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
の
納
付
期
限
に
注
意
し
、
納
税
資

金
を
積
み
立
て
て
お
く
な
ど
、
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
申
告
・
納
付
期
限（
確
定
申
告
分
） 

・
個
人
事
業
者
　
翌
年
３
月
末
日〔
平
成
18

　
年
分
は
平
成
19
年
４
月
２
日（
月
）ま
で
〕 

・
法
　
人
　
課
税
期
間
の
末
日
の
翌
日
か

　
ら
２
か
月
以
内 

※
中
間
申
告
分
に
つ
い
て
は
、
平
戸
税
務

署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
納
税
に
は
、
便
利
な
振
替
納
税

を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
振
替
納
税
の

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://n
ta
.g
o
.jp

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

      

　
放
送
大
学
で
は
、
平
成
19
年
度
第
１
学

期
入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

○
募
集
学
生 

【
教
養
学
部
】　
全
科
履
修
生（
卒
業
を
目 

指
す
）、
選
科
履
修
生（
１
年
間
在
学
）、

科
目
履
修
生（
６
か
月
間
在
学
） 

【
大
学
院
】　
修
士
選
科
生(

１
年
間
在
学)

、 

修
士
科
目
生（
６
か
月
間
在
学
）、修
士

全
科
生（
※
募
集
に
つ
い
て
は
、別
途
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 

○
願
書
受
付
　
12
月
15
日（
金
）〜
平
成
19

　
年
２
月
15
日（
木
）ま
で 

○
入
学
日（
授
業
開
始
日
）　
平
成
19
年
４

　
月
１
日（
日
） 

○
放
送
大
学
の
特
徴 

・
働
き
な
が
ら
自
宅
で
学
習
が
で
き
、
大

　
学
卒
業
の
資
格
が
取
得
で
き
ま
す
。 

・
学
び
た
い
科
目
を
１
科
目
か
ら
で
も
学

　
習
で
き
ま
す
。 

・
入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
授
業
の
視
聴
方
法 

①
Ｃ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
（
ス
カ
イ
パ
ー
フ

ェ
ク
Ｔ
Ｖ
！
）
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
各

地
の
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
視
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 
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出

生

赤
ち
ゃ
ん 

保
護
者 

行
　
政
　
区 

元
気
な

よ
い
子
に

■10月の交通事故 ■10月末までの 
　火災救急件数 件　数 

死　者 

負傷者 
（重傷）2名  （軽傷）3名 

（　）内は昨年同期 

5件 

0名 

5名 

火災 

救急 

22件（17件） 

1,040件（1,021件） 

死

亡
 

氏
　
　
名 
年
齢 

死
亡
日 

行
　
政
　
区 

ご
冥
福
を 

お
祈
り
し
ま
す 

篤志および香典返しで、次の方々から 
ご寄付がありました（敬称略）。 善意のともしび 

平戸市へ  

　○大島村神浦　山田　昌幸 

度島小・中学校へ 

　○大阪府泉佐野市　森　優 

 

「
に
っ
ぽ
ん
丸
」寄
港
時
の 

　
　
　
　
　
物
産
販
売
店
募
集 

商
船
三
井
客
船
株
式
会
社
 

1
０
１
２
０
‐
７
９
１
‐
２
１
１
 

問 

平
戸
中
テ
レ
ビ
中
継
局
の
放
送 

チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
わ
り
ま
す 

 
長
崎
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー 

1
０
１
２
０-

６
０
０-

６
１
７ 

   【
平
戸
地
区
】 

永
田
明
日
香
 
栄
二
 

獅
子
第
2
 

松
永
　
海
音
 
修
 

木
引
 

三
輪
　
夢
月
 
昭
夫
 

田
助
浦
 

林
　
　
生
織
 
龍
治
 

草
積
 

松
口
　
幸
樹
 
幾
久
 

根
獅
子
第
2
 

松
尾
　
知
華
 
善
晴
 

堤
 

掛
屋
　
翔
真
 
広
樹
 

石
原
田
 

立
木
　
清
敬
 
尚
徳
 

朶
の
原
 

�
山
 
剛
 

直
樹
 

紐
差
第
1
 

山
下
　
海
斗
 
謙
次
 

稗
田
 

山
中
　
志
歩
 
剛
史
 

下
大
垣
 

井
元
　
統
希
 
将
貴
 

西
の
久
保
 

吉
田
弓
珠
奈
 
真
一
郎
 幸
の
浦
 

田
中
　
海
翔
 
聖
樹
 

深
川
 

久
田
　
梨
晏
 
義
博
 

下
中
津
良
 

戸
村
　
美
紀
 
康
紀
 

戸
石
川
 

【
生
月
地
区
】 

神
田
　
瑞
希
 
剛
司
 

山
田
 

池
田
　
小
恋
 
孝
幸
 

堺
目
 

田
中
　
亜
実
 
和
広
 

堺
目
 

【
田
平
地
区
】 

川
島
　
宙
 

貴
昭
 

永
田
 

白
石
　
飛
羽
 
誠
 

下
亀
 

【
大
島
地
区
】 

坂
本
　
崇
総
 
公
應
 

的
山
在
 

    【
平
戸
地
区
】 

牟
田
　
泰
子
 
78
歳
 
10
/
13 
 前
津
吉
浦
 

納
屋
　
政
雄
 
78
歳
 
10
/
15 
 宮
の
浦
 

田
渕
五
郎
吉
 
74
歳
 
10
/
15
 根
獅
子
第
2

 

平
尾
ツ
ギ
エ
 
66
歳
 
10
/
16
 赤
松
 

楊
　
鳳
宋
 

79
歳
 
10
/
16
 津
吉
元
 

平
野
恒
太
郎
 
89
歳
 
10
/
20
 肥
 

新
地
七
太
郎
 
82
歳
 
10
/
21
 中
の
原
 

三
池
　
ツ
ギ
 
81
歳
 
10
/
21
 薄
香
浦
 

日
a
　
ヲ
カ
 
85
歳
 
10
/
25
 堤
 

川
上
　
勳
　
 
71
歳
 
10
/
28
 田
の
浦
 

永
富
　
忍
　
 
68
歳
 
10
/
29
 上
大
垣
 

近
藤
　
マ
キ
 
86
歳
 
10
/
30
 下
中
津
良
 

木
村
　
ヨ
ネ
 
95
歳
 
10
/
30
 飯
良
第
1
 

末
永
　
勝
重
 
56
歳
 
11
/
６
 木
引
 

平
野
　
功
 

69
歳
 
11
/
７
 戸
石
川
 

山
口
　
利
 

72
歳
 
11
/
８
 田
の
浦
 

宮
h
　
真
次
 
45
歳
 
11
/
12
 下
中
津
良
 

岩
h
　
節
子
 
92
歳
 
11
/
13
 中
の
原
 

永
谷
　
守
 

75
歳
 
11
/
13
 田
の
浦
 

村
上
　
�
枝
 
80
歳
 
11
/
13
 田
代
 

【
生
月
地
区
】 

神
田
ミ
ツ
コ
 
84
歳
 
10
/
18
 御
崎
 

松
本
　
富
夫
 
69
歳
 
10
/
30
 御
崎
 

吉
永
　
義
光
 
82
歳
 
11
/
６
 山
田
 

舩
原
　
ソ
ノ
 
87
歳
 
11
/
12
 堺
目
 

【
田
平
地
区
】 

大
西
　
ヤ
イ
 
94
歳
 
10
/
21
 東
荻
田
 

山
内
　
義
春
 
84
歳
 
10
/
23
 外
目
 

貞
方
　
一
男
 
89
歳
 
10
/
27
 永
田
 

池
田
　
タ
カ
 
98
歳
 
10
/
28
 山
内
 

塩
澤
 
�
子
 
99
歳
 
11
/
２
 平
戸
口
 

末
吉
　
隆
野
 
95
歳
 
11
/
６
 西
荻
田
 

�
村
　
満
義
 
84
歳
 
11
/
８
 山
内
 

大
　
　
巽
　
 
95
歳
 
11
/
13
 野
田
 

桃
田
　
ミ
サ
 
84
歳
 
11
/
14
 野
田
 

【
大
島
地
区
】 

石
田
　
　
信
 
74
歳
 
11
/
５
 西
神
浦
 

　
　（
10
/
16
〜
11
/
15
届
出
分
） 

     

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
用

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
新
た
に
確
保
す
る
た
め
、

平
戸
中
テ
レ
ビ
中
継
局
（
鯛
の
鼻
）
放
送

の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
わ
り
ま
す
。  

　
チ
ャ
ン
ネ
ル
変
更
期
間
は
平
成
19
年
１

月
20
日
（
土
）
ま
で
で
す
。  

◎
長
崎
文
化
放
送（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
）  

　
25 
ch
↓
30 
ch
　  

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送 

 

市
内
受
信
エ
リ
ア
開
局
予
定
」 

 

▼
佐
世
保
局
　
　
　
平
成

19
年 

 

▼
平
戸
・
松
浦
局
　
平
成

20
年 

 

▼
平
戸
中
・
南
局
　
平
成

21
年 

※
長
崎
市
で
は
、
今
月
か
ら
放
送
が
開
始

さ
れ
ま
す
。 

※
現
行
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
移
行
に
伴
い
、

平
成
23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す
。 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
関
す
る 

お
問
い
合
わ
せ  

　
長
崎
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー 

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 

　
1
０
１
２
０
‐
６
０
０
‐
６
１
７ 

　
携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
公
衆 

　
1
０
９
５
‐
８
２
３
‐
５
８
１
０ 

     

　
客
船
に
っ
ぽ
ん
丸
が
、
来
年
度
も
２
回

平
戸
（
川
内
港
）
へ
寄
港
し
ま
す
。
寄
港

時
に
乗
客
の
み
な
さ
ん
へ
地
元
物
産
を
販

売
し
て
い
た
だ
け
る
業
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。 

○
と
　
き 

▼「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
日
本
一
周
」 

 
　
平
成

19
年
４
月
30
日（
祝
・
月
） 

 

　
午
後
１
時
ご
ろ
〜
午
後
５
時
ご
ろ 

▼「
夏
の
日
本
探
訪
ク
ル
ー
ズ
」 

 

　
平
成

19
年
７
月
５
日（
木
） 

 

　
午
後
１
時
ご
ろ
〜
午
後
４
時
ご
ろ 

○
と
こ
ろ
　
川
内
港
岸
壁 

○
出
店
対
象 

・
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者 

・
市
内
で
製
造
し
た
特
産
品
で
、
生
鮮
類

　
を
除
く
。 

※
た
だ
し
、
生
鮮
類
で
も
特
産
物
を
期
日

指
定
で
ご
自
宅
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
は
出
店
で
き
ま
す
。 

○
申
込
期
限
　
12
月
28
日（
木
） 

○
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
　 

　
出
店
を
希
望
す
る
人
は
、
市
観
光
商
工

課（
1
内
線
２
２
７
１
）ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

な
が
 た

あ

す

か

 

え
い

じ
 

ま
つ
な
が
 
　
か
い

と
 
 
お
さ
む
 

 
み

わ
 
 
 
ゆ

づ
き
 
 
あ
き

お
 

は
や
し
　
　
 
 い

お
り
 
 り
ゅ
う
じ
 

ま
つ
ぐ
ち
　
 
こ
う

き
 
 
い
く
ひ
さ
 

ま
つ

お
　
 

ち

は
な
 
 
よ
し
は
る
 

か
け

や
　

し
ょ
う
ま
 

ひ
ろ

き
 

た
ち

き
　
 
 
き
よ
た
か
   な
お
の
り
 

か
た
や
ま
    つ
よ
し
 
 
 な
お
き
 

や
ま
し
た
　
 
か
い

と
 
  け
ん

じ
 

や
ま
な
か
　

 
し

ほ
 

た
け
し
 

い
の
も
と
　
 
と
う

き
　
 ま
さ

き
 

よ
し
 
だ
 
ゆ

ず

な

 
し
ん
い
ち
ろ
う
 

 
た
 な
か
 
 
 み
 
し
ょ
う
 
せ
い

き
 

ひ
さ

た
　
 
 り

あ
ん
 

よ
し
ひ
ろ
 

　
と

む
ら
　
　
み
　
き
　
 
 
や
す
の
り
 

 こ
う

だ
　
 
み
ず

き
 
 
つ
よ

し
 

い
け

だ
　
 
 こ

こ

 
た
か
ゆ
き
 

 た

な
か
　
 

あ

み

 
か
ず
ひ
ろ
 

 か
わ
し
ま
　

そ
ら
  
 
 
た
か
あ
き
 

し
ら
い
し
　
　
　
と

わ

 
ま
こ
と
 

 さ
か
も
と
　
 
た
か
み
ち

な
お
の
り
 

     
 

 む

た
　
 
ひ
ろ

こ
 

 な

や
　
 
ま
さ

お
 

  

問 

  

 
た
ぶ
ち
ご
ろ
う
き
ち
 

ひ
ら
お
　
 

よ
う
　
ほ
う
そ
う
 

ひ
ら
の
 つ
ね
た
ろ
う
 

し
ん
ち
 ひ
ち
た
ろ
う
 

 み
 い
け
　
 

 ひ
 だ
か
　
 

か
わ
か
み
　
 
い
さ
お
 

な
が
と
み
　
　
し
の
ぶ
 

こ
ん
ど
う
　
 

 き
 む
ら
　
 

す
え
な
が
　
 か
つ
し
げ
 

ひ
ら
の
　

　
い
さ
お
 

や
ま
ぐ
ち
　
　
さ
と
し
 

み
や
ざ
き
　
　
し
ん
じ
 

い
わ
さ
き
　
　
せ
つ
こ
 

な
が
た
に
　
　
ま
も
る
 

む
ら
か
み
　
　
し
ず
え
 

 か
ん
だ
　
 

ま
つ
も
と
　
　
と
み
　お
 

よ
し
な
が
　
　
よ
し
み
つ
 

ふ
な
ば
ら
　
 

 お
お
に
し
　
 

や
ま
う
ち
　
　
よ
し
は
る
 

さ
だ
か
た
　
　
か
ず
お
 

い
け
だ
　
 

し
お
ざ
わ

た

せ

こ

 

す
え
よ
し
　
　
た
か
の
 

い
ま
む
ら
　
　
み
つ
よ
し
 

お
お
さ
き
　
　
た
つ
み
 

も
も
た
　
 

 い
し
だ
　

　
た
か
の
ぶ
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